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◇
…
消
費
税
が
四
月
か
ら
上
が

り
八
％
と
な
る
。
国
民
の
多
く

は
増
税
前
に
高
価
な
も
の
を
片

っ
端
か
ら
買
い
だ
め
に
走
っ
て

い
る
。
自
動
車
や
電
機
製
品
な

ど
そ
の
最
た
る
も
の
。
政
府
と

し
て
も
増
税
後
の
消
費
の
冷
え
込
み
を
考

え
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
は
政
府
の
至
上
命
題
の
一
つ
。
株

価
も
上
昇
し
円
高
も
円
安
に
転
換
し
た
。

恒
例
の
春
闘
も
一
時
金
の
他
に
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
実
施
し
た
大
手
企
業
も
目
立
っ
て

い
る
。
ま
だ
、
中
小
零
細
企
業
に
ま
で
及

ん
で
い
な
い
が
、
安
倍
政
権
と
し
て
は
ほ

ぼ
計
算
に
近
い
図
式
と
な
っ
て
い
る
。

◇
…
消
費
税
の
値
上
が
り
分
は
社
会
保
障

に
当
て
る
と
政
府
は
い
っ
て
い
る
の
で
、

国
民
に
そ
れ
ほ
ど
の
不
満
は
高
ま
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
来
年
に
は
更
に
二
％
上

が
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
〇
％
と
な
る
。

春
闘
で
大
手
企
業
の
従
業
員
に
は
不
満
は

な
い
が
、
全
国
で
七
〇
％
を
占
め
る
と
い

う
不
正
規
社
員
に
は
悲
劇
的
な
話
で
あ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
図
面
通
り
進
展
す
れ
ば

と
り
分
け
問
題
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
不

測
の
事
態
が
起
き
る
か
も
知
れ
な
い
。「
復

興
増
税
」
や
「
子
ど
も
手
当
の
所
得
制
限
」

な
ど
の
負
担
増
が
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
。

◇
…
た
だ
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
な
ら
ぬ
「
ア
ベ
ノ
リ
ス

ク
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
も
っ
と
も
心

配
さ
れ
る
の
は
中
国
と
韓
国
の
関
係
で
あ

る
。
自
民
党
政
権
が
掲
げ
る
憲
法
改
正
で

あ
る
。
強
く
打
ち
出
す
と
こ
の
両
国
を
刺

激
し
か
ね
な
い
。
い
ま
で
は
日
中
関
係
は

深
く
経
済
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
日
本
の
輸
出
は
二
〇
％
以
上
は
中
国

向
け
、
香
港
と
台
湾
を
加
え
る
と
三
〇
％

に
達
す
る
。
ア
メ
リ
カ
向
け
は
一
五
％
だ

か
ら
最
大
の
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
は
中
国
と

も
い
え
る
。
対
中
政
策
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
確
か
に
領
土
問
題
に
つ
い

て
は
韓
国
、
中
国
と
も
に
理
不
尽
な
主
張

が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
腹
を
立
て
早

計
な
行
動
は
禁
物
で
あ
る
。

◇
…
外
交
の
基
本
は
何
と
い
っ
て
も
何
が

国
益
な
の
か
、
こ
の
一
点
に
集
約
で
き
る
。

対
中
問
題
で
は
ア
メ
リ
カ
が
尖
閣
諸
島
は

日
米
安
保
条
約
の
対
象
で
あ
る
と
明
言
し
、

中
国
も
安
易
に
は
尖
閣
に
は
踏
み
込
め
な

い
。
竹
島
に
し
て
も
歴
史
的
に
は
は
っ
き

り
と
日
本
の
領
土
で
あ
る
。
金
融
緩
和
や

大
規
模
な
財
政
出
動
で
景
気
が
立
ち
戻
っ

て
き
て
も
慎
重
な
姿
勢
は
崩
せ
な
い
。（
Ｋ
）

　

朝
の
味
噌
汁
は
シ
ジ
ミ
、
昼
の
弁
当
は
塩
サ

ケ
と
一
般
家
庭
で
は
ほ
ぼ
こ
れ
が
定
番
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
研
究
機
関
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

網
走
湖
か
ら
西
の
宍
道
湖
に
至
る
ま
で
い
ず
れ

も
減
少
傾
向
。
や
は
り
シ
ジ
ミ
が
住
み
に
く
い

環
境
悪
化
が
原
因
だ
と
い
う
。
シ
ジ
ミ
と
い
う

と
昔
の
よ
う
な
庶
民
性
は
な
く
、
高
級
食
品
化

を
招
い
て
い
る
。
水
産
業
界
は
魚
全
体
の
漁
獲

量
も
昔
の
比
で
は
な
い
。
何
故
減
っ
て
き
た
の

か
魚
種
ご
と
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
筆
者
に
精
密
な
デ
ー
タ
を
丹
念
に
洗
い
出

し
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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卒
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博
士
。
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か
ら

二
〇
〇
二
年
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産
庁
中
央

水
産
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勤
務
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海
洋
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お

け
る
物
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循
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研
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従
事
。

現
在
、
一
般
社
団
法
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自
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・
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の
著
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（
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『
川
と

海　

流
域
圏
の
科
学
』（
築
地
書

館
、
二
〇
〇
八
年
）
に
、
河
川

改
修
が
海
の
生
き
も
の
と
漁
業

に
与
え
る
影
響
な
ど
五
報
所
収
。

『
虚
構
に
基
づ
く
ダ
ム
建
設
』（
緑

風
出
版
、
二
〇
一
三
）
に
、
北

海
道
の
三
ダ
ム
の
治
水
・
利
水
・

環
境
問
題
に
つ
い
て
執
筆
。



−　−1

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一
九
七

〇
年
に
約
六
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

一
九
七
八
年
以
降
に
は
減
少
傾
向
と

な
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
約
七
，
八

〇
〇
ト
ン
と
な
っ
た

　

本
稿
で
は
、
我
が
国
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
と
環
境
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
。
中
村
（
二
〇
〇
〇
）
は

我
が
国
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
総
説
を
記
し
た
。
ま
た
、
中
村
（
二
〇
一
一
）
は
、
最
近
の
こ
と
も
含

め
て
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
場
や
漁
獲
量
を
知
る
の
に
よ
い
二
〇
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
冊
子
で
あ

る
。
我
が
国
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一
九
七
〇
年
に
約
六
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
八

年
以
降
に
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
約
七
，
八
〇
〇
ト
ン
と
な
っ
た
（
図
１
）。
湖

沼
の
漁
獲
量
は
一
九
六
五
年
に
は
約
二
万
ト
ン
、
一
九
九
二
年
に
は
八
郎
潟
で
突
然
シ
ジ
ミ
が
漁
獲

さ
れ
た
効
果
で
三
万
ト
ン
と
な
っ
た
が
、
一
九
九
四
年
以
降
減
少
傾
向
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
に
は

一
般
社
団
法
人　
北
海
道
自
然
保
護
協
会

佐

々

木

克

之

副
会
長

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
減
少
原
因
と
対
策
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約
六
，
〇
〇
〇
ト
ン
と
な
っ
た
。
河
川
に
お
け
る
漁
獲
量
は
一
九
六
五
～
一
九
七
八
年
の
間
に
変
動

が
あ
る
も
の
の
約
三
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
減
少
が
続
き
、
二
〇
一
二
年
に
は
一
，
六
〇
〇

ト
ン
と
な
り
、
約
一
／
二
〇
へ
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
減
少
原
因
は
十

分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
り
、
そ
の
た
め
漁
獲
量
回
復
の
方
策
も
明
確
で
は
な
い
。

　

中
村
（
二
〇
〇
〇
ａ
）
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
を
制
限
す
る
環
境
要
因
と
し
て
、
水
深
、
水

中
酸
素
量
、
pH
、
塩
分
、
底
質
（
強
熱
減
量
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
硫
化
物
、
含
泥
率
）
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

の
本
で
は
、い
く
つ
か
の
湖
沼
や
河
川
の
漁
獲
量
を
減
少
さ
せ
る
環
境
要
因（
主
と
し
て
水
温
、塩
分
、

酸
素
、
含
泥
率
）
を
さ
ぐ
り
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
回
復
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
対
策
を
考
え
る
。
以
下

に
、
六
湖
沼
（
網
走
湖
、
パ
ン
ケ
沼
、
小
川
原
湖
、
十
三
湖
、
涸ひ

沼ぬ
ま

、
宍
道
湖
）
と
二
河
川
（
木
曽

三
川
、
利
根
川
）
の
シ
ジ
ミ
漁
業
を
取
り
上
げ
る
。

　

な
お
、
漁
獲
量
を
左
右
す
る
要
因
と
し
て
は
環
境
以
外
に
資
源
管
理
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で

本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
ま
た
、
以
下
で
シ
ジ
ミ
と
い
う
の
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
で
あ
る
。

Ⅰ
．
湖
沼
に
お
け
る
漁
獲
量
の
推
移
と
環
境
要
因

一
．
網
走
湖
（
北
海
道
）

　

網
走
湖
は
、
北
海
道
東
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
網
走
市
に
近
く
存
在
す
る
汽
水
湖
で
あ
る
。

図 1　ヤマトシジミ漁獲量の推移
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網
走
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一
九

六
〇
年
代
の
四
〇
〇
ト
ン
台
か
ら

徐
々
に
上
昇
し
て
、
一
九
九
一
年
以

降
に
は
七
〇
〇
ト
ン
を
超
え
た
。
そ

の
後
は
七
〇
〇
～
八
〇
〇
ト
ン
の
間

を
推
移

湖
沿
岸
部
の
浅
場
が
シ
ジ
ミ
生
息
場

と
な
っ
て
い
る

湖
の
大
き
さ
は
、
面
積
三
二
・
三
㎢
、
周
囲
の
長
さ
が
四
二
㎞
、
最
大
水
深
は
一
六
・
一
ｍ
、
平
均
水

深
は
六
・
一
ｍ
で
あ
る
。
湖
水
は
、網
走
川
を
通
じ
て
約
七
・
二
㎞
先
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
流
出
す
る
。

上
潮
時
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
海
水
が
網
走
湖
に
遡
上
し
て
、
塩
分
濃
度
が
高
く
密
度
の
重
い
海

水
は
湖
の
下
層
に
流
入
し
て
、
河
川
水
由
来
の
塩
分
の
低
い
水
が
上
層
を
覆
う
。
上
層
の
塩
分
は
一

～
二
、
下
層
の
塩
分
は
二
〇
程
度
で
、
上
層
と
下
層
の
水
は
あ
ま
り
混
ざ
ら
ず
、
間
に
塩
淡
境
界
が

で
き
る
。
下
層
の
高
塩
分
水
層
は
ほ
と
ん
ど
無
酸
素
で
、硫
化
水
素
等
の
有
害
物
質
の
濃
度
も
高
く
、

シ
ジ
ミ
が
生
存
で
き
な
い
。
湖
沿
岸
部
の
浅
場
が
シ
ジ
ミ
生
息
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

網
走
湖
の
環
境
の
推
移
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
（
二
〇
〇
七
）
が
整
理
し
て
い
る
。
塩
淡
境
界
層

（
下
層
水
と
上
層
水
の
境
界
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
ま
で
は
水
深
一
二
ｍ
よ

り
深
か
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
、
一
九
五
五
～
一
九
八
五
年
の
間
は
水
深
が
八
～

一
二
ｍ
の
間
で
変
動
し
て
い
た
。
一
九
八
五
年
以
降
に
な
る
と
、
水
深
が
四
～
八
ｍ
の
間
で
変
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
塩
淡
境
界
層
が
上
昇
す
る
と
、
貧
酸
素
水
も
上
昇
し
て
く
る
の
で
、
シ
ジ
ミ
生

産
に
影
響
が
出
る
。
塩
分
が
増
加
し
て
き
た
一
九
六
〇
年
頃
に
シ
ジ
ミ
が
増
加
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
成
長
と
繁
殖
に
は
一
定
の
塩
分
が
必
要
な
た
め
で
あ
る
。
シ
ジ
ミ
の
餌
は
主
に
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
り
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖
す
る
た
め
に
は
窒
素
や
リ
ン
が
必
要
と
な

る
が
、
網
走
湖
に
つ
い
て
は
上
流
か
ら
農
業
な
ど
に
由
来
す
る
栄
養
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
栄

養
が
過
多
の
た
め
、
網
走
湖
で
は
一
九
八
〇
年
後
半
か
ら
ア
オ
コ
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア

オ
コ
な
ど
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
が
下
層
に
沈
降
す
る
と
、
酸
素
を
消
費
し
て
貧
酸
素
が
促
進

さ
れ
る
。
ア
オ
コ
は
、
一
定
以
上
の
塩
分
が
存
在
す
る
と
生
息
で
き
な
い
の
で
、
ア
オ
コ
の
発
生
は
、

窒
素
や
リ
ン
が
河
川
水
と
と
も
に
供
給
さ
れ
る
と
と
も
に
塩
分
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
網
走
湖
の
シ
ジ
ミ
は
、
主
と
し
て
塩
淡
境
界
層
の
深
度
に
よ
っ
て
生
産
が

規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
網
走
湖
へ
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
の
塩
分
遡
上
量

が
多
い
と
、
こ
の
境
界
層
が
上
昇
し
て
、
シ
ジ
ミ
生
息
場
が
貧
酸
素
と
な
り
被
害
が
生
じ
る
。
一
方
、

上
流
か
ら
の
淡
水
供
給
量
が
多
す
ぎ
る
と
、
境
界
層
上
層
の
塩
分
が
低
く
な
り
、
シ
ジ
ミ
の
再
生
産

に
悪
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
網
走
湖
の
境
界
層
の
深
さ
と
境
界
層
上
部
の
塩
分
管
理
が
基

本
と
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
上
層
に
お
け
る
ア
オ
コ
発
生
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

た
め
に
は
、
窒
素
や
リ
ン
の
供
給
を
抑
え
る
こ
と
と
、
ア
オ
コ
は
塩
分
が
あ
る
と
発
生
が
抑
制
さ
れ

る
の
で
、
上
層
の
塩
分
管
理
が
こ
の
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

網
走
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
四
〇
〇
ト
ン
台
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
て
、

一
九
九
一
年
以
降
に
は
七
〇
〇
ト
ン
を
超
え
た
。
そ
の
後
は
七
〇
〇
～
八
〇
〇
ト
ン
の
間
を
推
移
し

て
い
る
（
図
２
）。
こ
の
図
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
漁
獲
量
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

塩
淡
境
界
層
の
変
化
や
ア
オ
コ
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
漁
獲
量
に
は
直
接
反
映
さ
れ

て
い
な
い
が
、
二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
五
年
の
冬
季
に
塩
水
が
流
入
し
て
境
界
層
が
上
昇
し
、
シ
ジ

ミ
資
源
量
が
約
一
・
六
万
ト
ン
か
ら
〇
・
八
万
ト
ン
へ
減
少
し
た
。
一
方
、
二
〇
一
二
年
の
冬
季
に
は

水
深
一
・
五
ｍ
で
塩
分
が
〇
・
一
～
〇
・
六
に
低
塩
分
化
し
て
、
シ
ジ
ミ
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
の
塩
水
の
遡
上
の
程
度
に
よ
っ
て
境
界
層
が
上
下
し
て
、
シ
ジ
ミ
資



−　−−　−7 6

全
国
的
に
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
減
少
し

て
い
る
中
で
、
網
走
湖
は
漁
獲
量
が

安
定
し
て
い
る
数
少
な
い
漁
場

源
量
が
変
動
し
て
い
る
が
、
資
源
管
理
が
機
能
し
て
い
る
た
め
か
、
漁
獲
量
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
全
体
的
に
七
〇
〇
～
八
〇
〇
ト
ン
で
安
定
し
て
い
て
、
全
国
的
に
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
網
走
湖
は
漁
獲
量
が
安
定
し
て
い
る
数
少
な
い
漁
場
で
あ
る
。

　

網
走
湖
を
管
理
し
て
い
る
北
海
道
開
発
局
網
走
開
発
建
設
部
で
は
、
塩
淡
境
界
層
を
制
御
す
る
制

御
施
設
を
二
〇
一
三
年
三
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
施
設
は
、網
走
湖
の
出
口
の
網
走
川
に
設
置
し
て
、

海
水
が
遡
上
す
る
と
き
に
ゲ
ー
ト
を
立
て
て
海
水
の
侵
入
を
防
ぎ
、
網
走
湖
水
が
流
出
す
る
と
き
に

は
ゲ
ー
ト
を
倒
す
。
今
後
こ
の
施
設
の
効
果
が
検
証
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
と
は
別
に
、
地
域
の
漁
協

と
農
協
が
連
携
し
て
、「
網
走
川
流
域
で
の
農
業
と
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
共
同
宣
言
」
が

二
〇
一
〇
年
に
締
結
さ
れ
て
、
網
走
川
の
流
域
保
全
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

二
．
パ
ン
ケ
沼
（
北
海
道
）

　

北
海
道
北
部
の
天
塩
川
河
口
に
位
置
す
る
天
塩
町
は
シ
ジ
ミ
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最

近
は
漁
獲
量
が
激
減
し
て
い
る
。
天
塩
の
シ
ジ
ミ
は
天
塩
川
お
よ
び
サ
ロ
ベ
ツ
川
で
も
漁
獲
さ
れ
る

が
、
大
部
分
は
サ
ロ
ベ
ツ
川
と
つ
な
が
っ
て
い
る
パ
ン
ケ
沼
で
漁
獲
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年

は
パ
ン
ケ
沼
に
お
け
る
漁
獲
量
の
減
少
が
著
し
く
、
河
川
に
お
け
る
漁
獲
量
よ
り
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
パ
ン
ケ
沼
は
、
天
塩
川
の
河
口
近
く
で
天
塩
川
に
流
入
す
る
サ
ロ
ベ
ツ
川
と
短
い
水
路
で

つ
な
が
っ
て
い
て
、
面
積
は
約
三
・
五
㎢
、
最
大
水
深
が
一
・
八
ｍ
、
平
均
水
深
約
一
・
〇
ｍ
の
比
較

図 2　網走湖のシジミ漁獲量の推移
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パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一

九
九
〇
年
頃
か
ら
減
少
の
一
途

的
小
さ
く
、
浅
い
沼
で
あ
る
。
パ
ン
ケ
沼
を
含
む
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
は
「
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公

園
」
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
ン
ケ
沼
は
湿
地

の
中
に
存
在
し
て
い
る
。

　

パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
文
献
調

査
の
結
果
、
漁
獲
量
減
少
の
直
接
的
原
因
は
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
シ
ジ
ミ
の
再
生
産
が
十
分
行
わ

れ
ず
、
そ
の
う
え
稚
貝
が
成
貝
に
育
っ
て
い
か
な
い
た
め
、
資
源
が
一
方
的
に
減
少
し
た
こ
と
に
あ

る
。
筆
者
は
、
再
生
産
が
行
わ
れ
な
い
原
因
と
し
て
、
産
卵
期
の
塩
分
不
足
と
底
質
の
泥
化
と
酸
素

欠
乏
に
よ
る
と
推
測
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
こ
の
節
の
パ
ン
ケ
沼

の
シ
ジ
ミ
と
環
境
は
、
主
に
佐
々
木
（
二
〇
一
〇
）
を
基
本
に
記
述
し
た
。

二
・
一　

天
塩
町
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
資
源
量
の
推
移

　

図
３
に
天
塩
町
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
示
し
た
。
天
塩
町
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
の
中
心
は
パ
ン
ケ

沼
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
五
二
三
ト
ン
、一
九
九
〇
年
に
四
二
六
ト
ン
の
漁
獲
が
あ
っ
た
の
に
、

二
〇
〇
七
年
に
は
一
八
ト
ン
し
か
と
れ
ず
、
パ
ン
ケ
沼
の
漁
獲
量
が
減
少
し
た
こ
と
が
、
天
塩
町
全

体
の
漁
獲
量
減
少
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
に
パ
ン
ケ
沼
の
漁
獲
量
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
ア
オ
コ
発
生
に
よ
る
漁
獲
規
制
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
図
４
に
、
パ
ン
ケ
沼
の
漁

獲
量
と
資
源
量
の
推
移
を
示
し
た
が
、
こ
れ
を
見
る
と
資
源
量
の
ほ
ぼ
一
／
五
を
漁
獲
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

図 3　天塩町におけるシジミ漁獲量の推移

図 4　パンケ沼のシジミ漁獲量と資源量の推移
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着
底
稚
貝
が
一
定
数
生
じ
て
も
、
翌

年
の
冬
季
、
春
季
、
と
く
に
夏
季
の

ほ
と
ん
ど
で
減
耗
し
て
い
る

近
年
に
な
っ
て
、
さ
び
貝
と
呼
ば
れ

る
、
殻
に
赤
い
色
が
付
着
し
て
い
る

た
め
商
品
価
値
の
無
く
な
っ
た
も
の

が
天
塩
川
や
パ
ン
ケ
沼
で
採
れ
だ
し

て
い
る

　

近
年
に
な
っ
て
、
さ
び
貝
と
呼
ば
れ
る
、
殻
に
赤
い
色
が
付
着
し
て
い
る
た
め
商
品
価
値
の
無
く

な
っ
た
も
の
が
天
塩
川
や
パ
ン
ケ
沼
で
採
れ
だ
し
て
お
り
、
さ
び
の
原
因
物
質
が
鉄
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
び
貝
の
出
現
も
漁
獲
量
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
さ
び

貝
は
、
湿
地
の
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
建
設
し
た
水
路
か
ら
、
湿
原
の
地
下
水
が
天
塩
川
に
排

出
さ
れ
た
結
果
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
湿
原
の
地
下
水
は
無
酸
素
状
態
に
あ
り
、

無
酸
素
下
で
は
鉄
は
二
価
鉄
と
な
っ
て
溶
存
し
て
い
る
が
、
水
路
か
ら
天
塩
川
に
流
出
し
た
と
き
に

酸
化
し
て
、
不
溶
の
三
価
鉄
と
な
り
、
そ
の
場
に
存
在
し
た
シ
ジ
ミ
の
殻
に
付
着
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
さ
び
貝
は
湿
原
の
農
地
化
の
副
産
物
と
言
え
る
。

二
・
二　

パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
の
産
卵
、
着
底
稚
貝
お
よ
び
殻
長
の
実
態

　

二
〇
〇
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た「
平
成
一
五
年
度　

天
塩
し
じ
み
資
源
環
境
対
策
調
査
報
告
書
」

（
北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
・
社
団
法
人
北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
、
二
一
六
ペ
ー
ジ
）
に
多
く

の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
「
報
告
書
」
と
記
載
す
る
。
こ
の
「
報
告
書
」
か
ら
、
シ
ジ

ミ
の
生
活
史
（
孵
化
、
稚
貝
、
親
貝
）
に
関
す
る
結
果
を
見
る
。

二
・
二
・
一　

産
卵

　

産
卵
は
七
月
上
旬
か
ら
八
月
下
旬
に
見
ら
れ
た
が
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
七
月
下
旬
か
ら
八
月

上
旬
で
あ
っ
た
。
水
温
は
二
〇
℃
以
上
、
塩
分
は
二
・
三
以
上
が
産
卵
に
好
適
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
水
温
と
塩
分
条
件
を
満
た
す
日
数
を
「
産
卵
条
件
を
満
足
す
る
日
数
」
と
定
義
す
る
と
、
こ
の

日
数
と
着
底
稚
貝
最
大
密
度
と
は
正
の
相
関
が
見
ら
れ
た
（
図
５
）。

二
・
二
・
二　

着
底
稚
貝
の
成
長

　

表
１
に
結
果
を
整
理
し
て
示
し
た
。
一
九
九
六
年
以
降
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
年

に
は
九
月
二
七
日
に
殻
長
（
以
下
Ｌ
）
が
〇
・
四
〇
―
〇
・
四
五
㎜
の
も
の
が
密
度
三
〇
〇
〇
（
個
体

数
／
㎡
）
出
現
し
、
翌
年
四
月
に
二
〇
〇
〇
程
度
で
あ
っ
た
が
、
六
月
に
は
五
〇
〇
程
度
ま
で
減
少

し
た
も
の
の
、
七
月
二
九
日
ま
で
Ｌ
が
〇
・
四
〇
～
〇
・
六
五
の
間
で
分
布
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九

月
八
日
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
夏
季
減
少
型
と
言
え
る
。
一
九
九
七
年
に
は
七
月

二
九
日
に
密
度
一
一
〇
〇
が
見
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
消
滅
し
て
着
底
稚
貝
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
一
九
九
八
年
一
一
月
一
七
日
に
Ｌ
：
〇
・
四
〇
～
〇
・
四
五
の
密
度
の
稚
貝
が
三
一
〇
〇

と
な
り
、
一
九
九
九
年
の
六
月
二
二
日
ま
で
こ
の
密
度
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
七
月
五
日
か
ら

一
五
日
に
か
け
て
急
激
に
減
少
し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
着
底
稚
貝
は
少
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇

年
は
図
の
記
載
が
な
い
。
二
〇
〇
一
年
は
、
一
一
月
二
〇
日
に
密
度
が
一
〇
〇
〇
ほ
ど
存
在
し
た

が
、
二
〇
〇
二
年
の
六
月
二
四
日
ま
で
に
か
な
り
減
少
し
た
。
二
〇
〇
二
年
は
九
月
一
二
日
に
密

度
五
〇
〇
の
稚
貝
が
見
ら
れ
た
が
、
翌
年
の
八
月
二
二
日
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
は
一
〇
月
二
四
日
に
は
Ｌ
が
〇
・
五
〇
～
〇
・
五
五
お
よ
び
〇
・
五
五
～
〇
・
六
〇
の
も
の

が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〇
近
い
密
度
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
見
る
と
、
着
底
稚
貝
が
一
定
数
生

じ
て
も
、
翌
年
の
冬
季
、
春
季
、
と
く
に
夏
季
の
ほ
と
ん
ど
で
減
耗
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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一
九
八
一
か
ら
一
九
八
五
年
頃
生
ま

れ
た
も
の
が
、
そ
の
後
の
パ
ン
ケ
沼

の
主
要
な
シ
ジ
ミ
と
な
っ
て
い
る

二
・
二
・
三　

パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
殻
長
の
分
布
の
推
移

　

報
告
書
に
は
、
パ
ン
ケ
沼
の
殻
長
別
密
度
（
個
体
数
／
㎡
）
の
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇
三
年

ま
で
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
卓
越
殻
長
と
そ
の
密
度
を
図
６
に
示
し
た
。
パ
ン
ケ
沼
で
は
、

一
九
八
八
年
に
は
殻
長
が
一
七
㎜
の
も
の
が
卓
越
し
て
二
七
〇
個
数
、
一
九
八
九
年
に
は
二
一
㎜

が
二
六
〇
、一
九
九
一
年
に
は
殻
長
が
二
三
㎜
の
も
の
が
二
四
〇
と
推
移
し
た
。
一
九
九
四
年
に
は

殻
長
が
二
六
㎜
の
も
の
が
一
〇
〇
、一
九
九
九
年
に
は
殻
長
が
三
〇
㎜
の
も
の
が
三
〇
と
推
移
し

た
。
一
九
八
八
年
の
殻
長
一
七
㎜
の
も
の
は
約
七
歳
で
あ
り
、
一
九
八
一
年
頃
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
一
九
九
四
の
二
七
㎜
は
お
よ
そ
一
一
歳
で
一
九
八
三
年
生
ま
れ
、
一
九
九
九
年
の
三
〇
㎜
は
約

一
三
歳
な
の
で
、
一
九
八
六
年
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
図
で
見
る
よ
う
に
、
シ
ジ
ミ
は

一
九
九
二
年
以
降
に
は
殻
長
が
増
加
し
て
い
る
の
に
個
体
数
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
若
い
シ
ジ
ミ

の
成
長
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
九
二
年
の
シ
ジ
ミ
は
一
九
八
三
～
一
九
八
五
年

生
ま
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
八
一
か
ら
一
九
八
五
年
頃
生
ま
れ
た
も
の
が
、
そ
の

後
の
パ
ン
ケ
沼
の
主
要
な
シ
ジ
ミ
と
な
っ
て
い
て
、
一
九
八
五
年
頃
か
ら
は
若
い
シ
ジ
ミ
の
成
長
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
・
二
・
四　

パ
ン
ケ
沼
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
の
分
布
の
特
徴

　

パ
ン
ケ
沼
の
サ
ロ
ベ
ツ
川
と
つ
な
が
っ
て
い
る
沼
口
側
と
反
対
側
の
間
の
中
央
に
二
線
を
引
い
て

三
等
分
し
、
さ
ら
に
こ
の
線
と
直
角
に
線
を
引
い
て
、
六
つ
の
水
域
を
漁
場
区
分
と
し
て
比
較
が
行

わ
れ
て
い
る
（
図
７
、
天
塩
漁
協
・
エ
コ
ニ
ク
ス
（
二
〇
〇
三
））。
沼
口
を
含
む
水
域
を
漁
場
五
、

図 5　�パンケ沼における産卵適日数（本文参照）と最大着底稚貝数の関係（報告書、58ペー
ジ）

表 1　パンケ沼の着底稚貝の検出時期、最大密度および減少時期
最大着底時期および最大着底密度は、報告書の 22～ 24ページの図から読み取った。
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稚
貝
か
ら
成
貝
ま
で
を
通
し
て
見
る

と
、
漁
場
五
の
沼
口
側
で
共
通
し
て

多
く
、
中
貝
は
か
な
り
少
な
い

沼
口
か
ら
見
て
右
側
が
漁
場
四
、
左
側
が
漁
場
六
、
漁
場
五
の
奥
側
が
漁
場
二
、
右
側
が
漁
場
一
、

左
側
が
漁
場
三
と
し
て
い
る
。
報
告
書
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
貝
（
稚
貝
（
一
〇
㎜
未
満
）、幼
貝
（
一
〇

㎜
～
二
三
㎜
）、
中
貝
（
二
三
㎜
～
二
六
㎜
）
お
よ
び
成
貝
（
二
六
㎜
以
上
）
の
漁
場
ご
と
の
平
成

一
五
年
四
月
調
査
時
の
分
布
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
図
７
に
は
こ
の
う
ち
の
幼
貝
の
分
布
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
殻
長
分
類
で
は
、
稚
貝
は
三
～
四
年
も
の
、
幼
貝
は
四
～
九
年
も
の
、
中
貝
は
九
～

一
〇
年
も
の
、
成
貝
は
一
〇
年
以
上
も
の
に
な
る
。
一
九
九
九
年
以
降
の
調
査
結
果
を
重
量
で
見
る

と
、成
貝
が
全
体
の
約
九
〇
％
を
占
め
て
、幼
貝
と
中
貝
が
一
〇
％
近
く
で
、稚
貝
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

漁
場
区
分
ご
と
の
個
体
数
分
布
（
図
８
）
を
見
る
と
、
稚
貝
は
も
っ
と
も
多
い
の
が
漁
場
五
の
沼
口

周
辺
で
、
次
に
多
い
の
が
漁
場
四
と
漁
場
六
の
沼
口
周
辺
で
あ
り
、
そ
の
他
の
漁
場
で
は
ほ
と
ん
ど

分
布
し
て
い
な
い
。
幼
貝
の
分
布
は
稚
貝
と
類
似
で
あ
る
。
中
貝
で
は
、
漁
場
一
、
漁
場
四
、
漁
場

五
お
よ
び
漁
場
六
に
の
み
分
布
し
て
い
た
。
成
貝
で
は
、
漁
場
の
沼
口
側
で
多
い
の
は
共
通
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
に
漁
場
一
と
二
で
も
比
較
的
多
く
、
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
。
資
源
量
は
圧
倒
的
に

成
貝
が
多
く
、
そ
の
他
の
貝
は
成
貝
の
約
一
／
一
〇
で
あ
る
。
稚
貝
か
ら
成
貝
ま
で
を
通
し
て
見
る

と
、
漁
場
五
の
沼
口
側
で
共
通
し
て
多
く
、
中
貝
は
か
な
り
少
な
い
。
中
貝
は
九
～
一
〇
年
も
の
で

あ
り
、
こ
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
二
〇
〇
三
年
な
の
で
、
一
九
九
三
年
以
降
の
稚
貝
は
ほ
と
ん
ど

育
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

図 6　�パンケ沼の密度（個体数 /㎡）とシジミ殻長の推移（報告書 46～ 47ページの図
から読み取って作図した）。密度の卓越している殻長と、その密度を示す。

図 7　�パンケ沼における漁場区分と幼貝（10㎜～ 23㎜）の 1㎡当たりの個体数（平成
15年度　天塩しじみ資源環境対策調査報告書の 201ページ図 2-5）
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産
卵
に
適
し
た
日
数
が
多
い
一
九
九

六
年
と
一
九
九
八
年
に
は
着
底
稚
貝

数
も
多
い

二
・
三　

パ
ン
ケ
沼
の
環
境

二
・
三
・
一　

水
温
・
塩
分

　

パ
ン
ケ
沼
で
は
四
月
～
六
月
の
融
雪
期
と
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
降
雨
に
よ
る
塩
分
低
下
が

毎
年
見
ら
れ
る
。
塩
分
が
高
く
な
る
の
は
一
月
～
四
月
と
七
月
～
一
〇
月
で
あ
る
が
、
年
に
よ

り
変
動
す
る
。
安
定
的
に
産
卵
が
起
き
る
塩
分
を
五
と
す
る
と
、
夏
季
の
産
卵
期
に
塩
分
が
五

に
満
た
な
い
期
間
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。「
報
告
書
」
で
は
、
水
温
が
二
〇
℃
以
上
で
塩
分
が

二
・
三
以
上
を
産
卵
に
適
し
た
条
件
と
し
て
い
る
。
こ
の
産
卵
に
適
し
た
日
数
は
、
一
九
九
八
年

は
四
五
日
間
程
度
、
一
九
九
六
年
と
一
九
九
九
年
は
二
〇
日
間
、
二
〇
〇
〇
年
は
二
〇
日
間
弱

で
あ
り
、
一
九
九
七
、二
〇
〇
一
、二
〇
〇
二
年
は
一
〇
日
間
以
下
で
あ
る
。
産
卵
に
適
し
た
日
数

が
多
い
一
九
九
六
年
と
一
九
九
八
年
に
は
着
底
稚
貝
数
も
多
い
（
表
１
）、
日
数
が
少
な
か
っ
た

一
九
九
七
、二
〇
〇
一
、二
〇
〇
二
年
は
着
底
稚
貝
数
も
少
な
か
っ
た
。
一
九
九
九
年
の
産
卵
に
適
し

た
日
数
は
二
〇
日
間
あ
っ
た
が
、
着
底
稚
貝
は
少
な
く
、
適
日
数
と
着
底
稚
貝
と
の
関
係
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

二
・
三
・
二　

水
質

　

二
〇
〇
三
年
の
四
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
水
質
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
北
海
道
立
水
産
孵
化
場

（
二
〇
〇
四
））。
調
査
点
は
、
St.
二
：
パ
ン
ケ
沼
中
心
部
、
St.
六
：
パ
ン
ケ
沼
に
流
入
す
る
十
号
支

線
明
渠
の
流
入
口
（
St.
二
を
は
さ
ん
で
沼
口
の
反
対
側
に
位
置
）、
St.
九
：
沼
口
で
パ
ン
ケ
沼
流
出

口
の
三
点
で
あ
る
。
図
９
に
全
窒
素
（
Ｔ
Ｎ
）
と
全
リ
ン
（
Ｔ
Ｐ
）、図
10
に
溶
存
態
無
機
窒
素
（
ア

図 8　�2003 年度パンケ沼漁場ごとのシジミ分布数　漁場（報告書 197 ページの表 2-3
から作成）
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図 9　�パンケ沼の十号支線、沼中心および沼口における TNと TPの推移（報告書 112
～ 113 ページの表の値を用いて作図した。図 11、図 12、図 13も同様）

図 10　パンケ沼の十号支線、沼中心および沼口におけるＤＩＮとＤＩＰの推移
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植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
指
標
で
あ
る

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
ａ
は
、
Ｔ
Ｎ
や
Ｔ
Ｐ

と
異
な
り
沼
中
心
部
で
高
濃
度
で
あ

り
、
し
ば
し
ば
五
〇
μ
ｇ
／
Ｌ
を
超

え
る
濃
度
で
あ
り
、
赤
潮
状
態
に
な

っ
て
い
る

ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
＋
亜
硝
酸
塩
＋
硝
酸
塩
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
）
と
溶
存
態
無
機
リ
ン
（
リ
ン
酸
態
リ
ン
、
Ｄ
Ｉ

Ｐ
）
の
季
節
変
化
を
示
し
た
。
Ｔ
Ｎ
と
Ｔ
Ｐ
で
は
、
十
号
支
線
の
濃
度
が
高
く
、
沼
中
心
と
沼
口
で

低
い（
図
９
）。
十
号
支
線
か
ら
パ
ン
ケ
沼
に
窒
素
や
リ
ン
が
流
入
し
て
、沼
内
で
一
部
は
利
用
さ
れ
、

一
部
は
底
へ
堆
積
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｎ
と
Ｄ
Ｉ
Ｐ
で
は
様
子
が
異
な
る
（
図
10
）。
Ｄ
Ｉ

Ｎ
の
も
っ
と
も
高
い
濃
度
は
沼
口
に
見
出
さ
れ
た
。
報
告
書
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
濃
度
は
サ
ロ
ベ
ツ
川
で

高
い
の
で
、パ
ン
ケ
沼
と
サ
ロ
ベ
ツ
川
と
の
間
の
海
水
交
換
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

一
方
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
は
Ｔ
Ｐ
と
同
じ
く
十
号
支
線
で
高
く
、
支
線
の
河
川
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｎ
と
Ｄ
Ｉ
Ｐ
は
、沼
中
心
部
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
っ

て
消
費
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
図
９
と
図
10
の
六
／
二
三
と
八
／
一
三
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
の

方
が
Ｔ
Ｐ
よ
り
高
い
値
と
な
っ
て
い
て
、
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
指

標
で
あ
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
ａ
は
、
Ｔ
Ｎ
や
Ｔ
Ｐ
と
異
な
り
沼
中
心
部
で
高
濃
度
で
あ
り
、
し
ば
し
ば

五
〇
μ
ｇ
／
Ｌ
を
超
え
る
濃
度
で
あ
り
、
赤
潮
状
態
に
な
っ
て
い
る
（
図
11
）。

二
・
三
・
三　

底
質

　

報
告
書
で
は
、
一
九
七
三
、一
九
七
八
、一
九
九
六
～
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
強
熱
減
量
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
お

よ
び
硫
化
物
の
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
強
熱
減
量
は
一
貫
し
て
一
四
（
％
）
前
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ

も
五
〇
～
六
五
㎎
／
ｇ
、
硫
化
物
は
一
九
九
九
年
の
〇
・
三
四
㎎
／
ｇ
を
除
く
と
〇
・
二
㎎
／
ｇ
以
下

で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
の
結
果
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
沼
口
で
四
六
～
六
三
、
沼
中
央
部
で
七
〇
～

一
〇
〇
、
沼
口
か
ら
反
対
側
で
は
五
四
～
一
三
〇
㎎
／
ｇ
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
濃
度
が
高
い
。
底
質
粒
径
に

図 11　パンケ沼の十号支線、沼中心および沼口におけるクロロフィルａ（Chla）の推移
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以
前
に
は
ア
オ
コ
が
発
生
し
な
か
っ

た
の
は
、
栄
養
塩
が
不
足
し
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ア

オ
コ
は
淡
水
性
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

な
の
で
、
パ
ン
ケ
沼
の
塩
分
が
五
を

超
え
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る

十
号
支
線
は
、
窒
素
や
リ
ン
を
供
給

し
て
パ
ン
ケ
沼
に
赤
潮
を
引
き
起
こ

す
こ
と
に
加
え
て
、
有
機
物
も
パ
ン

ケ
沼
に
供
給
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
以
降
に
細
粒
化
が
進
み
、
九
〇
％
以
上
が
〇
・
〇
四
㎜
以
下
の
粒
子
で
占

め
ら
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
山
下
和
則
（
二
〇
〇
一
）
は
、
一
九
八
三
年
に
は

シ
ル
ト
成
分
が
少
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
シ
ル
ト
・
粘
土
成
分
で
覆
わ
れ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
調
査
で
は
、
沼
口
の
調
査
点
で
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
四
六
～
六
六
㎎
／

ｇ
、
硫
化
物
は
〇
・
一
二
～
〇
・
一
六
㎎
／
ｇ
、
シ
ル
ト
・
粘
土
成
分
は
七
六
・
一
～
九
三
・
六
で
あ
っ

た
。
一
方
沼
中
心
部
と
沼
口
か
ら
反
対
側
の
調
査
点
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
五
四
～
一
三
〇
㎎
／
ｇ
、
硫

化
物
は
〇
・
一
五
～
〇
・
二
六
㎎
／
ｇ
、
シ
ル
ト
・
粘
土
粒
子
は
九
三
・
三
～
九
八
・
六
％
で
あ
っ
た
。

国
土
地
理
院
の
湖
沼
調
査
報
告
（
一
）
ペ
ン
ケ
沼
・
パ
ン
ケ
沼
の
概
要
（
国
土
地
理
院
）（http://

w
w

w
1.gsi.go.jp/geow

w
w

/lake/sarobetsu-pdf/pdf/koshouchousahoukoku.pdf

に
よ
れ
ば
、

パ
ン
ケ
沼
の
底
質
は
、
沼
口
周
辺
の
わ
ず
か
の
水
域
で
は
砂
分
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
水

域
は
す
べ
て
泥
で
あ
る
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

新
谷
他
（
二
〇
〇
九
）
は
、
炭
素
・
窒
素
安
定
同
位
体
比
を
用
い
て
、
パ
ン
ケ
沼
の
底
泥
有
機
物

は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
起
源
に
加
え
て
、
十
号
支
線
か
ら
流
入
し
た
有
機
物
の
割
合
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
号
支
線
は
、
窒
素
や
リ
ン
を
供
給
し
て
パ
ン
ケ
沼
に
赤
潮
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
加
え
て
、
有
機
物
も
パ
ン
ケ
沼
に
供
給
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

二
・
三
・
四　

パ
ン
ケ
沼
の
ア
オ
コ
と
水
質

　

報
告
書
に
は
、
パ
ン
ケ
沼
の
ア
オ
コ
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年

に
ア
オ
コ
が
大
発
生
し
て
、
操
業
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
起
き
た
た
め
調
査
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年

四
月
に
、
ア
オ
コ
の
一
種
で
あ
るA

nabaena flos-aquae

が
優
占
種
で
あ
っ
た
が
、
七
月
一
五
日

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
パ
ン
ケ
沼
で
発
生
す
るA

nabaena flos-aquae

は
神
経
毒
ア
ナ
ト
キ
シ

ン
を
作
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
操
業
を
見
合
わ
せ
た
の
は
そ
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
ア
オ
コ

の
発
生
に
必
要
な
栄
養
塩
類
は
図
９
と
図
10
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
十
号
支
線
か
ら
供
給
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
前
に
は
ア
オ
コ
が
発
生
し
な
か
っ
た
の
は
、
栄
養
塩
が
不
足
し
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ア
オ
コ
は
淡
水
性
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
の
で
、
パ
ン
ケ
沼
の
塩
分

が
五
を
超
え
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

二
・
四　

パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
減
少
要
因

　

二
・
二
・
三
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
頃
以
降
に
稚
貝
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、

パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
が
減
少
し
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
増
田
（
二
〇
〇
一
）
は
、
天
塩
の
シ
ジ
ミ

漁
業
の
問
題
と
し
て
、
①
パ
ン
ケ
沼
の
低
塩
分
化
、
②
底
質
の
細
粒
化
、
③
パ
ン
ケ
沼
の
ア
オ
コ
の

発
生
、
を
挙
げ
て
い
る
。
稚
貝
が
発
生
す
る
に
は
十
分
な
塩
分
が
必
要
で
あ
り
、
細
粒
化
し
て
い
る

と
稚
貝
が
着
底
で
き
な
い
。
図
８
の
稚
貝
、
幼
貝
、
中
貝
お
よ
び
成
貝
の
パ
ン
ケ
沼
内
の
分
布
を
見

る
と
、
稚
貝
は
沼
口
に
分
布
し
て
い
る
が
、
幼
貝
や
中
貝
に
成
長
で
き
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
．
パ
ン
ケ
沼
の
低
塩
分
化
に
よ
っ
て
産
卵
数
が
減
少
し
て
、
稚
貝
の
発
生

が
少
な
く
な
っ
た
。
Ｂ
．
数
少
な
い
稚
貝
は
、
細
粒
化
し
て
い
な
い
沼
口
に
分
布
す
る
が
、
幼
貝
や

中
貝
に
ま
で
成
長
す
る
も
の
は
少
な
く
、
成
貝
ま
で
成
長
で
き
な
い
、
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。
ア
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稚
貝
は
沼
口
に
着
底
す
る
が
、
中
貝

ま
で
に
か
な
り
減
耗
し
て
、
成
貝
に

ま
で
成
長
で
き
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る

パ
ン
ケ
沼
へ
の
塩
分
供
給
が
少
な
い

の
は
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
塩
淡
境
界
層

が
、
パ
ン
ケ
沼
の
入
り
口
の
高
さ
よ

り
低
い
た
め
、
塩
分
が
パ
ン
ケ
沼
へ

流
入
し
に
く
い
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る

オ
コ
は
、
塩
分
が
高
け
れ
ば
発
生
し
な
い
の
で
、
Ａ
．
の
問
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
ア
オ
コ
問
題
は
生

じ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
検
討
す
る
。

二
・
四
・
一　

パ
ン
ケ
沼
の
塩
分

　

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
パ
ン
ケ
沼
へ
の
塩
分
供
給
が
少
な
い
の
は
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
塩
淡
境
界
層

（
上
層
の
淡
水
と
下
層
の
塩
分
層
の
境
界
）
が
、
パ
ン
ケ
沼
の
入
り
口
の
高
さ
よ
り
低
い
た
め
、
塩

分
が
パ
ン
ケ
沼
へ
流
入
し
に
く
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
ケ
沼
へ
の
塩
分
供
給

が
少
な
く
な
っ
た
原
因
と
し
て
、
一
九
八
五
年
以
降
の
天
塩
川
河
道
の
浚
渫
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
五
年
以
降
に
天
塩
川
で
は
塩

え
ん
す
い
く
さ
び

水
楔
が
よ
り
上
流
に
遡
上
す
る

が
、
上
層
の
淡
水
層
の
厚
さ
が
薄
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
で
は
、

一
九
八
五
年
以
降
に
は
同
じ
流
量
で
は
、
塩
水
楔
の
遡
上
が
小
さ
く
な
る
と
報
告
し
て
い
る
。
報
告

書
で
は
、
よ
り
詳
細
な
調
査
と
検
討
が
必
要
と
述
べ
て
い
て
、
天
塩
川
の
掘
削
と
パ
ン
ケ
沼
の
塩
分

低
下
の
関
係
は
、
平
成
一
五
年
ま
で
の
調
査
結
果
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

サ
ロ
ベ
ツ
川
の
塩
水
楔
の
遡
上
距
離
が
短
く
な
っ
た
の
は
、
掘
削
に
よ
っ
て
天
塩
川
の
流
量
が
増

加
す
る
の
で
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
か
ら
天
塩
川
へ
の
流
入
が
阻
害
さ
れ
る
方
向
に
変
化
し
た
こ
と
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
。
増
田
（
二
〇
〇
一
）
に
「
一
九
七
八
年
頃
、
沼
の
水
位
を
三
〇
㎝
下
げ
て
、
サ
ロ

ベ
ツ
原
野
を
大
規
模
草
地
に
す
る
計
画
が
出
て
き
て
、
サ
ロ
ベ
ツ
農
業
開
発
連
絡
協
議
会
が
設
立
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
も
し
水
位
が
三
〇
㎝
下
る
と
、
パ
ン
ケ
沼
と
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
間
の
水
路
の
高

さ
が
三
〇
㎝
下
が
る
こ
と
に
な
り
、
パ
ン
ケ
沼
と
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
水
の
交
換
量
が
減
少
し
、
そ
の
結

果
サ
ロ
ベ
ツ
川
か
ら
の
塩
分
補
給
が
減
少
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ン
ケ
沼
の

塩
分
を
増
加
さ
せ
る
方
策
が
必
要
と
な
る
。

　

報
告
書
で
は
、
パ
ン
ケ
沼
の
塩
分
増
加
の
た
め
に
、
沼
口
の
作さ

く
れ
い澪
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
八
年
頃
沼
の
水
位
を
三
〇
㎝
下
げ
た
の
で
、
そ

れ
に
見
合
っ
て
沼
口
の
高
さ
を
三
〇
㎝
下
げ
る
作
澪
を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
ら
も
含
め
て
、
天
塩
川

掘
削
と
パ
ン
ケ
沼
塩
分
減
少
の
関
係
お
よ
び
作
澪
に
よ
り
パ
ン
ケ
沼
の
水
位
を
三
〇
㎝
下
げ
た
影
響

に
つ
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
早
急
な
調
査
と
検
討
を
望
む
。

二
・
四
・
二　

パ
ン
ケ
沼
の
底
質

　

報
告
書
で
は
、
稚
貝
は
沼
口
に
着
底
す
る
が
、
中
貝
ま
で
に
か
な
り
減
耗
し
て
、
成
貝
に
ま
で
成

長
で
き
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
報
告
書
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、（
一
）
稚
貝
か
ら
成
貝
に
い
た
る
ま
で
一
定
の
減
耗
が
あ
る
の
で
、
塩
分
低
下
に
よ
っ

て
稚
貝
量
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
成
貝
に
ま
で
成
長
す
る
貝
が
存
在
し
な
い
、（
二
）
底
質
に
は

明
ら
か
に
有
機
物
が
蓄
積
し
て
い
る
の
で
、
有
機
物
の
分
解
に
よ
っ
て
底
質
が
無
酸
素
に
な
り
、
硫

化
水
素
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
底
質
で
は
、
成
貝
は
影
響
を
受
け
な
い
が
、
稚
貝
や

幼
貝
が
影
響
を
受
け
て
、
成
貝
に
成
長
で
き
な
い
、
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。（
一
）
の
原
因
に
つ

い
て
特
定
は
で
き
な
い
が
、
底
質
の
悪
化
も
要
因
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
底
質
悪
化
に
着
目
し
て

検
討
す
る
。

　

二
・
三
・
二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ン
ケ
沼
へ
十
号
支
線
か
ら
栄
養
塩
な
ど
が
供
給
さ
れ
、
パ
ン
ケ
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報
告
書
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
変
化
は
明
確
で

な
い
が
、Ｔ
Ｐ
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
北
海
道
の
調
査
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ

と
Ｔ
Ｐ
は
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る

沼
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
な
り
、
一
部
は
貝
類
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
一
部
分
は
サ
ロ
ベ
ツ
川
に
流

出
す
る
が
、
残
り
は
パ
ン
ケ
沼
の
底
質
に
蓄
積
す
る
。
ま
た
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
由
来
以
外
に
、

十
号
支
線
か
ら
直
接
有
機
物
が
パ
ン
ケ
沼
底
質
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

報
告
書
で
は
、一
九
七
五
年
以
降
の
pH
、Ｄ
Ｏ
、Ｃ
Ｏ
Ｄ
、Ｔ
Ｎ
（
全
窒
素
）
お
よ
び
Ｔ
Ｐ
（
全
リ
ン
）

の
年
平
均
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
北
海
道
の
調
査
は
断
片
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
資

料
の
中
の
共
通
し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
お
よ
び
Ｔ
Ｐ
と
、
報
告
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
北
海
道
の

資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
推
移
を
図
12
に
示
し
た
。
報
告
書
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
変
化

は
明
確
で
な
い
が
、
Ｔ
Ｐ
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
北
海
道
の
調
査
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
と
Ｔ
Ｐ
は
と

も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
報
告
書
の
デ
ー
タ
は
年
平
均
値
な
の
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
傾
向
が
明
瞭
に
で
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
示
す
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
ａ
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
お
そ

ら
く
Ｃ
Ｏ
Ｄ
も
増
加
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
が
成
貝
ま
で
成
長
で
き
な
く

な
っ
た
の
は
一
九
八
五
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
図
12
の
北
海
道
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
一
九
八
五
年

頃
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
初
め
ま
で
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
八
→
一
二
㎎
／
Ｌ
、
Ｔ
Ｐ
は
〇
・
〇
二
→
〇
・
〇
九

㎎
／
Ｌ
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
は
二
→
二
三
μ
ｇ
／
Ｌ
へ
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
一
〇
号
支

線
か
ら
の
流
入
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
号
支
線
の
窒
素
や
リ
ン
の
濃
度
が
増
加
し
た
た
め

と
推
測
さ
れ
る
。
新
谷
ら
（
二
〇
〇
九
）
に
「
流
入
河
川
で
あ
る
十
号
支
線
の
栄
養
塩
濃
度
が
高
い

こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
」
と
記
載
が
あ
る
。
具
体
的
な
数
値
は
し
め
さ

図 12　�パンケ沼のCOD、TPおよびクロロフィルａの推移、CODと TPの場合は、Ａ
が「報告書」記載データ、Ｂが北海道の夏季の調査結果である。クロロフィルａ
は北海道の調査結果である。
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パ
ン
ケ
沼
の
貧
酸
素
・
無
酸
素
を
回

避
す
る
た
め
に
、
十
号
支
線
か
ら
の

栄
養
塩
や
有
機
物
の
流
入
を
抑
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

れ
て
い
な
い
が
、
図
９
と
図
10
を
見
る
と
、
十
号
支
線
の
濃
度
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
パ
ン
ケ
沼
の
溶
存
酸
素
の
推
移
を
図
13
に
示
し
た
。
十
号
支

線
で
は
溶
存
酸
素
は
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
な
い
が
、
沼
中
心
と
沼
口
で
は
夏
季
に
貧
酸
素
と
な
る
。
沼

中
心
で
は
溶
存
酸
素
が
一
〇
〇
％
を
大
き
く
超
え
る
と
き
も
あ
る
の
で
、
赤
潮
状
態
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
下
（
二
〇
〇
一
）
は
風
に
よ
る
撹
拌
が
生
じ
な
い
結
氷
期
（
一
九
九
三

年
二
月
）に
パ
ン
ケ
沼
中
央
部
の
溶
存
酸
素
が
二
㎎
／
Ｌ
へ
減
少
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
の
で
、

結
氷
期
に
も
シ
ジ
ミ
が
斃
死
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
安
富
・
今
田
（
二
〇
〇
四
）
は
、
パ
ン
ケ
沼
の

貧
酸
素
を
報
告
し
て
い
る
。

　

パ
ン
ケ
沼
の
貧
酸
素
・
無
酸
素
を
回
避
す
る
た
め
に
、
十
号
支
線
か
ら
の
栄
養
塩
や
有
機
物
の
流

入
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
き
ち
ん
と
し
た
調
査
を
実
施
し
て
実
態
を
把
握
し
て
、
栄

養
塩
濃
度
や
有
機
物
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
。
お
そ
ら
く
、草
地
の
肥
料
や
草
地
由
来
の
有
機
物
、

ま
た
牧
場
な
ど
で
の
家
畜
の
飼
育
が
あ
れ
ば
、
そ
の
し
尿
な
ど
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
実

態
を
把
握
し
て
、
十
号
支
線
へ
の
栄
養
塩
と
有
機
物
の
流
出
を
抑
え
る
。

二
・
五　

ま
と
め
：
パ
ン
ケ
沼
と
網
走
湖
の
比
較

　

パ
ン
ケ
沼
で
は
一
九
八
五
～
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
四
〇
〇
～
五
〇
〇
ト
ン
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
漁
獲
が
な
く
な
っ
た
（
図
３
）。
同
じ
時
期
に
網
走
湖
で
は
五
〇
〇

ト
ン
か
ら
八
〇
〇
ト
ン
へ
漁
獲
量
を
増
加
さ
せ
て
、
現
在
で
も
七
〇
〇
～
八
〇
〇
ト
ン
の
漁
獲
量
を

図 13　2003 年のパンケ沼における溶存酸素濃度の推移
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パ
ン
ケ
沼
で
は
一
九
八
五
～
一
九
九

〇
年
に
か
け
て
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
四

〇
〇
～
五
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど
漁
獲
が
な
く
な
っ

た
。
同
じ
時
期
に
網
走
湖
で
は
五
〇

〇
ト
ン
か
ら
八
〇
〇
ト
ン
へ
漁
獲
量

を
増
加
さ
せ
て
い
る

維
持
し
て
い
る
。

　

網
走
湖
で
シ
ジ
ミ
を
減
少
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
シ
ジ
ミ
が
斃
死
す
る
原
因
を
汽
水
湖
特
有
の
貧

酸
素
を
生
じ
さ
せ
る
成
層
構
造
に
求
め
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
網
走
湖
に
流
入
す
る

窒
素
や
リ
ン
の
削
減
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
パ
ン
ケ
沼
で
は
、「
報
告
書
」

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
塩
分
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
が
な
さ
れ
た
が
、
作
澪
は
提
案
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
り
、
解
決
策
を
講
じ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
泥
化
と
貧
酸
素
問
題
に
つ
い
て
は
目
的

意
識
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
一
言
で
い
え
ば
問
題
意
識
が
解
決
策
ま
で
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
。
外
部
の
有
識
者
の
意
見
も
求
め
て
、
網
走
湖
の
よ
う
に
地
域
一
丸
と
な
っ
て
対
策
を
講
じ

れ
ば
、
パ
ン
ケ
沼
で
も
網
走
湖
に
追
い
つ
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
小
川
原
湖

　

小
川
原
湖
は
、
青
森
県
の
太
平
洋
岸
に
位
置
し
て
い
て
、
面
積
六
三
・
二
㎢　

周
囲
約
六
七
㎞
の

湖
で
あ
る
（
図
14
）。
湖
の
東
北
端
か
ら
高
瀬
川
で
太
平
洋
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
図
の
高
瀬
川
放

水
路
は
、
洪
水
時
以
外
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
湖
の
最
大
水
深
は
二
五
ｍ
、
平
均
水
深
は
一
一
ｍ
で

あ
る
。
シ
ジ
ミ
漁
業
は
お
よ
そ
一
〇
ｍ
深
よ
り
浅
場
で
行
わ
れ
て
い
る
。

図 14　小川原湖（中村（2011）から引用）
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な
ぜ
小
川
原
湖
に
は
多
数
の
シ
ジ
ミ

が
生
息
し
て
い
る
の
か

三
・
一　

漁
獲
量
の
推
移

　

図
15
に
小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
示
し
た
。
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
ほ

ぼ
三
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
漁
獲
量
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
四
年
に
貧
酸
素
水
の
た
め
と
思
わ
れ
る
シ

ジ
ミ
の
大
量
死
（
高
瀬
川
事
務
所
）
が
あ
り
、
そ
の
後
回
復
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
は
三
〇
〇
〇
ト

ン
ま
で
回
復
し
た
が
、
そ
れ
以
降
漁
獲
量
は
減
少
し
、
二
〇
〇
五
年
以
降
は
一
五
〇
〇
ト
ン
付
近
で

低
迷
し
て
い
る
。

三
・
二　

シ
ジ
ミ
環
境
と
成
長

　

石
川（
二
〇
〇
一
）は
、「
小
川
原
湖
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
不
思
議
」に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
の
産
卵
期
は
主
と
し
て
夏
季
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
湖
水
は
、
水
深
約
二
〇
ｍ

で
成
層
し
て
い
て
、
上
層
の
塩
分
は
一
程
度
で
あ
る
。
シ
ジ
ミ
の
多
く
は
五
ｍ
以
浅
の
湖
棚
に
生
息

し
て
い
る
。
塩
分
が
一
程
度
で
あ
れ
ば
、
生
息
に
は
支
障
は
な
い
が
、
産
卵
・
受
精
に
は
三
～
二
八

程
度
の
塩
分
が
必
要
な
の
で
、
な
ぜ
小
川
原
湖
に
は
多
数
の
シ
ジ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
の
か
？
と
い

う
疑
問
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
湖
の
北
東
部
と
東
部
に
シ
ジ
ミ
個
体
数
は
多
い
が
、
育
ち
は

良
く
な
く
、
南
西
部
に
移
動
さ
せ
る
と
育
ち
が
よ
い
と
、
漁
師
が
話
し
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点

に
も
注
目
し
た
。
調
査
の
結
果
、
①
湖
の
北
東
部
は
、
太
平
洋
か
ら
高
瀬
川
を
通
じ
て
塩
分
が
流
入

す
る
の
で
、
塩
分
が
三
以
上
と
な
り
、
産
卵
・
受
精
に
適
し
て
い
る
、
孵
化
し
た
幼
生
は
夏
季
の
南

向
き
の
風
に
よ
っ
て
湖
内
に
輸
送
さ
れ
る
、
②
た
し
か
に
、
湖
の
西
岸
で
シ
ジ
ミ
の
成
長
は
よ
い
。

図 15　小川原湖のシジミ漁獲量の推移

小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
二
〇

〇
五
年
以
降
は
一
五
〇
〇
ト
ン
付
近

で
低
迷
し
て
い
る
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小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
が
減
少
し
た
一

九
九
四
年
は
、
貧
酸
素
に
よ
っ
て
シ

ジ
ミ
が
斃
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
二
〇
〇
三
年
頃
か
ら
の
シ
ジ

ミ
漁
獲
量
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
は

っ
き
り
と
述
べ
た
文
献
は
見
い
だ
さ

れ
な
か
っ
た

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
か
ら
、①
産
卵
・

受
精
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
太

平
洋
か
ら
高
瀬
川
を
通
じ
て
供
給
さ

れ
る
塩
分
で
あ
る
、
②
シ
ジ
ミ
個
体

数
が
多
い
北
東
部
お
よ
び
東
部
で
は

泥
分
率
が
低
く
、
個
体
数
が
少
な
い

西
側
と
南
側
で
は
泥
分
率
が
高
い
な

ど
で
あ
る

一
方
、
付
着
藻
類
の
重
量
は
南
西
部
で
多
い
の
で
、
西
岸
に
輸
送
さ
れ
た
幼
生
は
餌
で
あ
る
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な
た
め
成
長
が
よ
い
と
推
定
さ
れ
た
。
高
杉
ら
（
二
〇
〇
五
）
の
調
査
は
、
石

川
（
二
〇
〇
一
）
の
考
え
と
同
じ
結
果
を
示
し
た
。

　

藤
原
ら
（
二
〇
〇
九
）
は
、「
小
河
原
湖
に
お
い
て
シ
ジ
ミ
が
生
息
す
る
範
囲
は
、水
深
九
ｍ
以
浅
、

泥
分
率
三
〇
％
未
満
、
Ｉ
Ｌ
（
強
熱
減
量
）
五
％
未
満
で
あ
り
、
と
く
に
多
く
の
シ
ジ
ミ
が
生
息
し

て
い
る
範
囲
は
水
深
五
ｍ
以
浅
、
泥
分
率
一
〇
％
未
満
、
Ｉ
Ｌ
三
～
四
％
未
満
」
と
報
告
し
て
い
る
。

　

河
野
ら
（
二
〇
〇
九
）
は
、「
小
河
原
湖
で
は
夏
季
に
貧
酸
素
水
塊
が
形
成
さ
れ
る
た
め
、Ｄ
Ｏ
（
溶

存
酸
素
）
が
五
〇
％
以
上
の
水
深
一
〇
ｍ
以
浅
が
シ
ジ
ミ
の
生
息
に
適
し
て
い
る
」
こ
と
と
、
シ
ジ

ミ
資
源
量
が
多
い
と
き
に
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
ａ
が
少
な
く
、
逆
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
か
ら
、
①
産
卵
・
受
精
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
太
平
洋
か
ら
高
瀬
川
を

通
じ
て
供
給
さ
れ
る
塩
分
で
あ
る
、
②
シ
ジ
ミ
個
体
数
が
多
い
北
東
部
お
よ
び
東
部
で
は
泥
分
率
が

低
く
、
個
体
数
が
少
な
い
西
側
と
南
側
で
は
泥
分
率
が
高
い
、
③
シ
ジ
ミ
幼
生
は
湖
の
北
東
部
で
生

産
さ
れ
、
風
に
よ
る
流
れ
で
湖
内
に
輸
送
さ
れ
る
、
④
北
東
部
で
底
質
は
シ
ジ
ミ
に
適
し
て
い
る
が

付
着
藻
類
な
ど
シ
ジ
ミ
の
餌
は
比
較
的
少
な
い
一
方
、
南
西
部
で
は
シ
ジ
ミ
の
餌
と
な
る
付
着
藻
類

が
多
い
が
、
底
質
は
よ
く
な
い
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が
あ
る
。

三
・
三　

漁
獲
量
減
少
の
要
因

　

小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
が
減
少
し
た
一
九
九
四
年
は
、
詳
細
な
報
告
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
貧

酸
素
に
よ
っ
て
シ
ジ
ミ
が
斃
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
二
〇
〇
三
年
頃
か
ら
の
シ
ジ
ミ
漁
獲

量
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
述
べ
た
文
献
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
青
森
県
産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
水
面
研
究
所
が
二
〇
一
一
年
に
示
し
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
種
苗
生
産
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
、「
平
成
一
三
年
以
降
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
漁
獲
量
が
減
少
し
た
主
な
原
因
と
し
て
、

湖
水
の
塩
分
が
低
い
た
め
に
シ
ジ
ミ
の
産
卵
か
ら
発
生
に
適
し
た
環
境
が
整
わ
ず
、
稚
貝
の
発
生
が

極
端
に
少
な
く
な
り
、
資
源
の
減
少
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
解
っ
て
き
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
七
日
の
デ
ー
リ
ー
東
北
紙
に
は
、「
環
境
省
の
二
〇
〇
九
年
公
表
値
に
よ

る
と
、
小
川
原
湖
の
水
質
は
、
湖
沼
の
汚
濁
指
標
と
な
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
値
が

〇
五
年
度
以
降
に
急
激
に
増
加
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
〇
九
年
度
の
数
値
で
は
、
国
内
の

湖
沼
で
八
番
目
、
汽
水
湖
の
中
で
は
二
番
目
の
高
さ
を
記
録
し
た
。
透
明
度
も
低
下
傾
向
に
あ
り
、

〇
九
年
値
で
一
・
七
メ
ー
ト
ル
ま
で
低
下
。
栄
養
塩
類
の
リ
ン
は
〇
三
年
以
降
、増
加
傾
向
に
あ
る
。」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
小
川
原
湖
の
富
栄
養
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、
小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
太
平
洋
か

ら
の
塩
分
供
給
と
貧
酸
素
水
塊
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
二
～
二
〇
一
二
年
の
「
小
川
原
湖
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
現
存
量
調
査
報
告
書
」 （
小

川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
、
他
）
の
、
シ
ジ
ミ
殻
長
組
成
表
の
資
料
を
用
い
て
、
殻
長
の
経
年
変
化
か

ら
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
減
少
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

二
〇
〇
二
～
二
〇
一
二
年
の
シ
ジ
ミ
現
存
量
の
推
移
（
図
16
）
を
見
る
と
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
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二
〇
一
〇
年
以
降
は
、
小
型
と
大
型

の
シ
ジ
ミ
が
と
も
に
減
少
し
て
い
る

の
で
、
塩
分
不
足
と
貧
酸
素
水
塊
の

二
つ
の
原
因
に
よ
る
シ
ジ
ミ
被
害
が

推
定
さ
れ
る

二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
現
存
量
は
約
三
万
ト
ン
か
ら
一
・
五
万
ト
ン
へ
半
減
し
て
、
そ
の
後
増
加
に

転
じ
て
二
〇
〇
七
年
以
降
は
二
～
二
・
五
万
ト
ン
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
漁
獲
量
の
推
移
（
図

15
）
を
見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
急
激
に
減
少
し
て
、
そ
の
後
も
わ
ず
か
ず
つ
で
あ
る
が
減
少

し
て
い
て
、
図
15
と
図
16
の
現
存
量
の
変
化
は
対
応
し
て
い
な
い
。
小
川
原
湖
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
現

存
量
調
査
報
告
書
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
一
二
）
に
、
各
年
の
小
川
原
湖
の
殻
長
別
生
息
量
の
資
料

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
個
体
数
密
度
を
漁
獲
対
象
（
殻
長
一
八
・
五
㎜

以
上
、
一
八
・
五
≪
）
と
非
漁
獲
対
象
（
殻
長
一
八
・
五
㎜
未
満
、
一
八
・
五
≫
）
に
分
け
て
、
さ
ら

に
非
漁
獲
対
象
シ
ジ
ミ
を
、
≪
六
・
五
、六
・
五
～
一
二
・
五
、一
二
・
五
～
一
八
・
五
に
分
け
て
図
17
に

示
し
た
。
漁
獲
対
象
シ
ジ
ミ
の
密
度
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
減
少
し
て
い
て
、

そ
の
後
は
変
動
が
小
さ
い
。
非
漁
獲
対
象
シ
ジ
ミ
の
う
ち
も
っ
と
も
小
さ
い
≪
六
・
五
は
二
〇
〇
六

～
二
〇
〇
九
年
に
高
い
密
度
を
示
し
、
そ
れ
以
降
減
少
し
て
い
る
。
六
・
五
～
一
二
・
五
㎜
お
よ
び

一
二
・
五
～
一
八
・
五
㎜
の
シ
ジ
ミ
は
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
に
高
い
密
度
を
示
し
て
い
る
の
で
、

≪
六
・
五
の
シ
ジ
ミ
が
成
長
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
以
後
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
漁

獲
対
象
シ
ジ
ミ
（
≫
一
八
・
五
）
は
、
一
二
・
五
～
一
八
・
五
㎜
の
シ
ジ
ミ
が
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九

年
に
増
加
し
て
い
る
の
で
、
二
〇
〇
八
年
以
降
増
加
が
期
待
さ
れ
る
が
、
二
〇
〇
九
年
に
増
加
す
る

も
の
の
そ
れ
以
降
増
加
し
て
い
な
い
。
二
〇
一
〇
年
以
降
は
、
小
型
と
大
型
の
シ
ジ
ミ
が
と
も
に
減

少
し
て
い
る
の
で
、塩
分
不
足
と
貧
酸
素
水
塊
の
二
つ
の
原
因
に
よ
る
シ
ジ
ミ
被
害
が
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ジ
ミ
殻
長
密
度
の
変
化
を
見
る
と
、
幼
生
の
発
生
と
、
お
そ
ら
く
貧
酸
素
に
よ
る

図 16　�小川原湖ヤマトシジミ現存量の推移（平成 24年度小川原湖シジミ一斉調査報告
書）

図 17　�小河原湖における 2002 年から 2012 年（2010 年の結果は欠如）の間の殻長別
密度の増減。漁獲サイズの。18.5 ＜の密度（個体数 /㎡）は右目盛り、それ以
外は左目盛
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石
川
は
、
夏
季
の
小
川
原
湖
で
は
水

温
躍
層
は
ほ
ぼ
水
深
二
〇
ｍ
に
存
在

し
て
、
水
温
は
約
一
〇
℃
、
躍
層
の

下
で
は
約
八
℃
、
上
層
で
は
一
〇
～

二
〇
℃
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る

影
響
の
二
つ
が
小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
四　

小
川
原
湖
環
境
の
長
期
変
動

三
・
四
・
一　

水
温
、
塩
分
お
よ
び
溶
存
酸
素

　

石
川
（
二
〇
〇
一
）
は
、
夏
季
の
小
川
原
湖
で
は
水
温
躍
層
は
ほ
ぼ
水
深
二
〇
ｍ
に
存
在
し
て
、

水
温
は
約
一
〇
℃
、
躍
層
の
下
で
は
約
八
℃
、
上
層
で
は
一
〇
～
二
〇
℃
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。

蛯
名
（
二
〇
一
三
）
は
、
小
川
原
湖
の
中
央
観
測
点
の
水
深
二
〇
ｍ
層
の
水
温
、
塩
分
お
よ
び
溶
存

酸
素
の
経
年
変
化（
二
〇
〇
三
～
二
〇
一
一
）を
報
告
し
て
い
る
。
水
温
の
変
動（
図
18
）を
み
る
と
、

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
（
Ｈ
一
五
～
Ｈ
一
九
）
頃
ま
で
は
水
深
二
〇
ｍ
で
一
℃
～
一
九
℃
ま

で
振
れ
て
い
る
。
八
℃
よ
り
低
い
水
温
は
冬
季
の
鉛
直
循
環
に
よ
っ
て
冷
た
い
水
が
下
層
に
達
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
高
い
水
温
は
、
水
温
躍
層
が
二
〇
ｍ
よ
り
下
層
に
生
じ
て
、
二
〇
ｍ

層
の
水
温
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
以
降
の
水
温

は
ほ
ぼ
一
〇
℃
に
安
定
し
て
い
る
の
で
、
躍
層
が
安
定
的
に
二
〇
ｍ
層
付
近
に
存
在
す
る
と
推
定
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
冬
季
の
冷
た
い
水
と
夏
季
の
暖
か
い
水
が
二
〇
ｍ
層
に
達
し
な
い
こ
と
に
な

る
。
塩
分
の
変
動
（
図
19
）
を
見
る
と
、
二
〇
ｍ
層
の
塩
分
が
徐
々
に
上
昇
し
て
、
二
〇
〇
九
年
以

降
は
ほ
ぼ
一
二
と
な
り
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
塩
分
の
推
移
か
ら
は
、
塩
分
躍
層
が

徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
溶
存
酸
素
の
変
動
（
図
20
）
を
見
る
と
、
二
〇
〇
六
年
頃

ま
で
は
二
〇
ｍ
層
で
も
か
な
り
高
い
値
が
見
ら
れ
る
の
で
、
二
〇
ｍ
層
に
上
層
の
水
が
き
て
い
る
こ

図 18　�小川原湖の中央観測点水深 20ｍにおける水温の経年変化（縦軸の単位は℃）（蛯
名（2013）からの引用、図 19～図 21も同じ）

図 19　小川原湖の中央観測点水深 20ｍにおける塩分の経年変化
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蛯
名
は
小
川
原
湖
の
窒
素
と
リ
ン
に

つ
い
て
も
報
告
し
て
い
る

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
水
温
の
変
化
（
図
18
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
以
降
の

溶
存
酸
素
濃
度
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、
二
〇
ｍ
深
が
躍
層
下
部
に
位
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、
溶
存

酸
素
濃
度
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、
二
〇
〇
六
年
頃
ま
で
の
小
川

原
湖
で
は
、
躍
層
は
平
均
し
て
二
〇
ｍ
よ
り
下
層
に
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
以
降
は
躍
層
が
上
昇

す
る
と
と
も
に
貧
酸
素
水
も
上
昇
し
て
、
シ
ジ
ミ
の
生
息
域
が
失
わ
れ
や
す
い
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
躍
層
が
上
昇
し
た
の
は
、
小
川
原
湖
に
流
入
す
る
塩
分
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

三
・
四
・
二　

窒
素
と
リ
ン

　

蛯
名
（
二
〇
一
三
）
は
小
川
原
湖
の
窒
素
と
リ
ン
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
る
（
図
21
）。
上
・

中
層
の
全
リ
ン
は
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
増
加
傾
向
と
な
り
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
一
年
に
高
濃
度
と

な
っ
た
。
下
層
の
全
リ
ン
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
以
降
は
上
・
中
層

の
濃
度
の
約
二
倍
の
濃
度
と
な
っ
た
。
上
・
中
層
の
全
窒
素
は
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
一
・
一
㎎
／

Ｌ
の
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
後
減
少
傾
向
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
に
は
〇
・
七
㎎
／
Ｌ
の
極
小
値

を
示
し
、
そ
の
後
増
加
に
転
じ
て
二
〇
一
二
年
に
は
〇
・
九
～
一
・
一
㎎
／
Ｌ
へ
増
加
し
た
。
下
層
の

全
窒
素
は
全
リ
ン
と
同
じ
く
二
〇
〇
六
年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
二
年
に
は
〇
・
五
㎎
／

Ｌ
ま
で
増
加
し
た
。
下
層
の
全
リ
ン
濃
度
は
上
・
中
層
の
濃
度
に
比
べ
て
一
〇
倍
以
上
高
く
、
下
層

の
全
窒
素
濃
度
は
上
・
中
層
の
濃
度
に
比
べ
て
約
五
倍
高
い
。

　

一
般
に
、
上
層
の
全
リ
ン
や
全
窒
素
濃
度
は
河
川
か
ら
の
負
荷
の
影
響
を
受
け
る
の
で
、
全
リ
ン

図 20　小川原湖の中央観測点水深 20ｍにおける塩分の経年変化（縦軸の単位は㎎ /

図 21　小川原湖の上層、中層および下層の全窒素（T-N）と全リン（T-P）の経年変化
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水
質
変
動
と
、
小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ

漁
獲
量
が
二
〇
〇
一
年
以
降
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
の
関
連
に
つ
い
て
考

え
て
み
る

小
川
原
湖
で
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降

に
は
上
・
中
層
の
全
窒
素
濃
度
が
減

少
気
味
で
あ
り
、
全
リ
ン
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
が
ア
オ

コ
の
発
生
を
招
い
た
可
能
性
が
あ
る

は
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
、
全
窒
素
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
陸
上
か
ら
の
負
荷
が
増
加
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
上
・
中
層
の
窒
素
／
リ
ン
比
は
約
五
、
下
層
の
比
は
約
七
で
あ
る
。
一
般
的
な
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
窒
素
／
リ
ン
比
は
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
比
と
呼
ば
れ
、
七
・
五
で
あ
る
。
小
川
原
湖
の
上
・

中
層
の
比
は
こ
れ
よ
り
小
さ
く
、
窒
素
不
足
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
北
地
方
整
備
局
高
瀬
川
河
川

事
務
所
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
お
よ
び
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
に
小
川
原
湖
で
藍
藻
赤

潮
（
ア
オ
コ
）
が
発
生
し
て
い
る
。
藍
藻
類
の
中
に
は
空
中
窒
素
を
固
定
で
き
る
種
類
が
あ
り
、
窒

素
が
不
足
し
て
い
る
環
境
で
増
殖
可
能
で
あ
る
。
小
川
原
湖
で
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
に
は
上
・
中

層
の
全
窒
素
濃
度
が
減
少
気
味
で
あ
り
、
全
リ
ン
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
が
ア
オ
コ

の
発
生
を
招
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

下
層
の
全
リ
ン
が
増
加
し
た
の
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
小
川
原
湖
の
水
温
躍
層
が
二
〇
〇
八
年
頃

か
ら
安
定
し
て
き
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水
中
の
酸
素
が
少
な
く
な
り
、
と
く
に

無
酸
素
に
近
く
な
る
と
、
底
質
土
壌
に
吸
着
さ
れ
て
い
る
リ
ン
が
溶
出
す
る
の
で
、
下
層
の
全
リ
ン

が
増
加
し
た
の
は
、
下
層
の
酸
素
濃
度
が
減
少
し
た
こ
と
も
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
窒
素
の
場

合
は
、
酸
素
が
欠
乏
す
る
と
脱
窒
素
反
応
が
生
じ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
二
〇
〇
〇
年
か

ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
の
下
層
の
全
窒
素
の
減
少
は
下
層
の
貧
酸
素
化
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
。

無
酸
素
化
が
進
行
す
る
と
脱
窒
素
反
応
の
基
質
で
あ
る
硝
酸
塩
が
亡
く
な
る
の
で
、
脱
窒
素
反
応
も

生
じ
な
く
な
る
。
二
〇
一
一
年
以
降
下
層
の
全
窒
素
が
増
大
傾
向
に
あ
る
の
は
、
下
層
の
酸
素
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
無
酸
素
状
態
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
・
四
・
三　

水
質
変
化
と
シ
ジ
ミ
漁
業

　

こ
れ
ら
の
水
質
変
動
と
、
小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
二
〇
〇
一
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
シ
ジ
ミ
密
度
は

ほ
と
ん
ど
の
殻
長
に
お
い
て
二
〇
～
三
〇
個
体
数
／
㎡
減
少
し
て
い
る
（
図
22
）。
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
も
同
様
な
結
果
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
な
る
と
小
型
（
〇
・
五
～
六
・
五

㎜
）
の
増
加
が
著
し
い
の
で
、
塩
分
供
給
に
よ
っ
て
幼
生
の
発
生
量
が
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
は
中
型
（
六
・
五
～
一
六
・
五
㎜
）
が
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
に

増
加
し
た
シ
ジ
ミ
が
順
調
に
成
長
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て

は
じ
め
て
漁
獲
対
象
（
一
八
・
五
≪
）
の
シ
ジ
ミ
が
増
加
に
転
じ
た
が
、
少
な
い
量
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
結
果
、
図
15
の
漁
獲
量
の
推
移
で
み
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
五
年
ま
で
急
激
に

漁
獲
量
が
減
少
し
た
。
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
年
の
間
は
す
べ
て
の
殻
長
の
シ
ジ
ミ
が
減
少
し
た
の

で
、
塩
分
条
件
も
酸
素
条
件
も
不
適
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
図
20
で
み
る
限
り
酸
素
条
件
が

悪
か
っ
た
と
は
言
え
ず
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
二
〇
〇
五
年
に
大
量
の
稚
貝
が
発
生
し
て
、

二
〇
〇
八
年
ま
で
順
調
に
成
長
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
漁
獲
対
象
シ
ジ
ミ
の
量
が
少
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
に
は
貧
酸
素
水
が
拡
大
し
て
い
る
（
図
20
）
の
で
、
漁
獲
対
象
シ
ジ
ミ
が
大
き
く
増
加

で
き
な
か
っ
た
の
は
酸
素
不
足
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

現
在
、
小
川
原
湖
水
環
境
対
策
協
議
会
に
よ
る
小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
業
の
た
め
の
水
質
改
善
対

策
が
蛯
名
（
二
〇
一
三
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、流
域
の
流
入
負
荷
軽
減
（
下
水
道
・
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小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
業
の
た
め
の

水
質
改
善
対
策
は
、
流
域
の
流
入
負

荷
軽
減
、
塩
水
対
策
：
高
瀬
川
を
通

じ
て
流
入
す
る
海
水
の
制
御
、
湖
内

の
水
質
浄
化
対
策
、の
三
つ
で
あ
る
。

集
落
排
水
の
整
備
、
合
併
浄
化
槽
設
置
等
）、
塩
水
対
策
：
高
瀬
川
を
通
じ
て
流
入
す
る
海
水
の
制

御
（
河
道
へ
海
水
流
入
を
防
ぐ
抵
抗
装
置
の
設
置
）、
湖
内
の
水
質
浄
化
対
策
、
の
三
つ
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
図
18
～
図
20
を
見
る
限
り
、
塩
分
流
入
の
制
御
を
第
一
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
富
栄
養
化
対
策
に
よ
る
湖
内
貧
酸
素
化
を
防
ぐ
に
は
短
期
的
に
は
困
難
で
あ
り
、
た
と
え
一

定
の
成
功
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
塩
分
流
入
に
よ
る
躍
層
の
上
昇
が
あ
れ
ば
、
シ
ジ
ミ
は
多
大
な
影

響
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
塩
分
流
入
を
過
度
に
抑
え
る
と
塩
分
不
足
に
な
る
の
で
、
塩

分
流
入
調
節
は
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

四
．
十
三
湖

　

十
三
湖
は
、
青
森
県
津
軽
半
島
の
日
本
海
側
に
位
置
し
て
い
る
。
図
23
に
、
シ
ジ
ミ
調
査
点
と
と

も
に
十
三
湖
（
面
積
は
約
一
八
㎢
）
を
示
し
た
。
こ
の
湖
の
特
徴
は
、
約
三
〇
〇
ｍ
の
幅
で
図
の
左

側
の
日
本
海
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、
最
大
水
深
が
三
ｍ
と
浅
い
こ
と
で
あ
る
。

　

図
24
に
、
十
三
湖
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
示
し
た
。
中
村
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
は
、

一
九
七
七
～
一
九
八
四
年
の
間
の
漁
獲
量
の
減
少
は
、
獲
り
過
ぎ
に
よ
る
漁
獲
量
低
迷
期
と
し
、
そ

の
後
は
一
九
九
六
年
ま
で
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
資
源
管
理
に
よ
る
漁
獲
量
向
上
期
と
し
て
い

る
。
中
村
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
は
、
海
水
は
十
三
湖
の
北
岸
に
沿
っ
て
侵
入
す
る
の
で
、
北
岸
は
水
の

交
換
が
よ
く
、
底
質
中
に
泥
、
シ
ル
ト
分
も
少
な
く
、
シ
ジ
ミ
が
多
く
生
息
し
て
い
る
、
と
紹
介
し

図 22　�小川原湖のシジミ密度の前年との差　例えば 03－ 02 は 2002 年から 2003 年
にかけての各殻長の密度の増減を示す。
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漁
獲
量
の
変
動
と
段
階
的
な
河
川
改

修
事
業

て
い
る
。

　

浜
田
（
二
〇
一
〇
）
は
、
漁
獲
量
の
変
動
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
十
三
湖
に
お
け
る

シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量
は
一
九
五
九
年
ま
で
は
五
〇
〇
ト
ン
以
下
で
推
移
し
て
い
る
が
、
一
九
六
〇
年

か
ら
増
え
一
九
七
一
年
ま
で
一
三
〇
〇
―
三
〇
〇
〇
ト
ン
の
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の

シ
ジ
ミ
漁
の
増
加
は
、
開
口
部
へ
の
導
流
堤
建
設
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
浚
渫
等
の
改
修
工
事
の
影

響
で
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
的
環
境
が
整
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
七
年
間
は
急
激

に
減
少
し
、
低
水
準
が
続
い
た
。
こ
の
漁
獲
量
減
少
の
原
因
は
、
採
り
過
ぎ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
七
二
、一
九
七
五
、一
九
七
七
年
の
三
回
に
わ
た
っ
て
起
こ
っ
た
洪
水
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
連
の
洪
水
へ
の
対
策
と
し
て
一
九
七
八
年
か
ら
段
階
的
な
河
川
改

修
事
業
が
行
わ
れ
、
こ
の
こ
と
が
一
九
九
六
年
ま
で
の
漁
獲
量
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

小
川
原
湖
の
シ
ジ
ミ
生
産
の
制
限
要
因
は
、
塩
分
供
給
と
貧
酸
素
で
あ
る
が
、
十
三
湖
で
は
塩
分

は
比
較
的
容
易
に
日
本
海
か
ら
供
給
さ
れ
、
さ
ら
に
浅
い
た
め
貧
酸
素
に
な
り
に
く
く
、
そ
の
点
で

は
シ
ジ
ミ
に
と
っ
て
よ
い
漁
場
と
い
え
る
。

四
・
一　

シ
ジ
ミ
と
環
境

　

調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
は
泥
場
に
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
。
資
料
か
ら

底
質
の
細
粒
割
合
と
シ
ジ
ミ
現
存
量
の
関
係
を
図
25
に
示
し
た
。
底
質
の
六
三
μ
ｍ
以
下
の
割
合
が

図 23　�十三湖シジミ現存量調査地点（2012 年 8月・9月）（平成 24年度十三湖ヤマト
シジミ現存量調査報告書）。右上に十三湖の青森県内の位置を示す。

図 24　十三湖におけるシジミ漁獲量の推移

十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
は
泥
場
に
ほ
と
ん

ど
生
息
し
て
い
な
い
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漁
場
と
し
て
は
、
北
岸
は
泥
化
し
て

い
な
く
て
好
漁
場
で
あ
り
、
西
岸
は

泥
化
し
て
い
て
よ
い
漁
場
が
す
く
な

く
、
南
東
岸
は
中
間
で
あ
る

一
〇
％
以
上
で
は
シ
ジ
ミ
の
現
存
量
は
極
め
て
低
い
。
一
二
五
μ
ｍ
以
下
の
底
質
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
。
図
23
で
示
さ
れ
て
い
る
十
三
湖
の
漁
場
を
、
西
岸
、
南
東
岸
お
よ
び
北
岸
に
分
け
る
と
、
底

質
の
六
三
μ
ｍ
以
下
の
割
合
が
三
〇
％
以
上
の
調
査
点
は
、
西
岸
が
八
か
所
、
南
東
岸
が
六
か
所
、

北
岸
が
一
か
所
、
逆
に
六
三
μ
ｍ
以
下
の
割
合
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
の
調
査
点
は
、
西
岸
が
一
か
所
、

南
東
岸
が
四
か
所
、
北
岸
が
七
か
所
で
あ
り
、
漁
場
と
し
て
は
、
北
岸
は
泥
化
し
て
い
な
く
て
好
漁

場
で
あ
り
、
西
岸
は
泥
化
し
て
い
て
よ
い
漁
場
が
す
く
な
く
、
南
東
岸
は
中
間
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

十
三
湖
に
注
ぐ
河
川
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
最
も
水
量
が
多
い
の
は
一
級
河
川
の
岩
木
川
（
図
23

の
南
東
岸
の
中
央
に
注
い
で
い
る
）
で
あ
る
。
岩
木
川
は
淡
水
と
と
も
に
、
水
害
が
生
じ
る
よ
う
な

流
量
の
場
合
は
砂
泥
を
大
量
に
運
ぶ
の
で
、
岩
木
川
河
口
周
辺
漁
場
の
底
質
環
境
は
変
動
が
大
き

い
。
現
在
、
岩
木
川
上
流
に
津
軽
ダ
ム
が
建
設
中
で
あ
る
。
ダ
ム
は
土
砂
を
堆
積
す
る
の
で
、
下
流

に
は
粒
径
の
小
さ
い
泥
が
主
に
流
出
す
る
の
で
、
十
三
湖
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
津
軽
ダ
ム

は
十
三
湖
の
か
な
り
上
流
に
あ
り
、
ダ
ム
下
流
に
支
流
が
流
入
し
て
い
る
の
で
、
ダ
ム
か
ら
の
泥
の

影
響
を
予
測
す
る
の
は
難
し
い
。
今
後
、
岩
木
川
の
懸
濁
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

十
三
湖
の
二
〇
一
二
年
の
水
温
と
塩
分
の
調
査
結
果
を
図
26
に
示
し
た
。
シ
ジ
ミ
の
産
卵
・
受
精
・

幼
生
出
現
に
は
、
水
温
は
二
〇
℃
以
上
、
塩
分
は
三
以
上
（
パ
ン
ケ
沼
実
績
）
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
十
三
湖
で
は
四
～
五
月
に
か
け
て
お
そ
ら
く
雪
解
け
水
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
塩
分
が
ゼ

図 25　十三湖のシジミ重量と底質の泥成分の関係（青森県内水面研究所（2013）

図 26　�2012 年十三湖調査点 15における水温と塩分の推移（青森県十三湖漁業協同組
合資料から作図）
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ロ
近
く
に
下
が
る
が
、
産
卵
期
と
考
え
ら
れ
る
夏
季
に
は
水
温
は
二
〇
℃
以
上
と
な
り
、
塩
分
は
五

を
超
え
て
い
る
の
で
、
十
分
な
環
境
が
備
わ
っ
て
い
る
。

四
・
二　

シ
ジ
ミ
殻
長
別
密
度
の
推
移

　

図
24
の
漁
獲
量
の
推
移
を
見
る
と
、
二
〇
〇
三
年
以
降
は
一
五
〇
〇
～
二
五
〇
〇
ト
ン
の
間
を
変

動
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
「
十
三
湖
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
現
存
量
調
査
報

告
書
」
を
見
て
も
、
こ
の
変
動
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
毎
年
の
殻
長
別
シ
ジ
ミ
密

度
の
資
料
か
ら
検
討
し
た
（
図
27
）。
二
〇
〇
三
年
に
は
小
型
（
六
・
五
㎜
以
下
）
の
密
度
が
高
く
、

六
・
五
～
一
一
・
五
㎜
の
シ
ジ
ミ
は
二
〇
〇
四
年
に
、
一
一
・
五
～
一
七
・
五
㎜
の
シ
ジ
ミ
は
二
〇
〇
四

～
二
〇
〇
五
年
に
高
く
、
漁
獲
対
象
の
一
七
・
五
㎜
以
上
（
漁
獲
対
象
は
一
八
・
五
㎜
以
上
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
一
七
・
五
㎜
以
上
と
し
た
）
の
シ
ジ
ミ
は
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
七
年
に
多
い
の

で
、
二
〇
〇
三
年
生
ま
れ
の
シ
ジ
ミ
が
順
調
に
成
長
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
六
・

五
㎜
以
下
の
シ
ジ
ミ
が
大
量
に
出
現
し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
六
・
五
～
一
二
・
五
㎜
の
シ
ジ
ミ
が
、

二
〇
一
〇
年
に
は
一
二
・
五
～
一
八
・
五
㎜
の
シ
ジ
ミ
が
増
加
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
漁
獲
対
象
の

一
八
・
五
㎜
以
上
の
シ
ジ
ミ
が
増
加
し
た
。
図
24
の
漁
獲
量
と
図
27
の
一
七
・
五
㎜
以
上
の
密
度
を
比

較
す
る
と
、
漁
獲
量
の
少
な
か
っ
た
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
は
一
致
す
る
が
、

漁
獲
量
の
多
か
っ
た
二
〇
一
一
年
は
一
致
す
る
も
の
の
二
〇
〇
六
年
は
一
致
し
な
か
っ
た
。し
か
し
、

全
体
的
に
は
一
致
す
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
経
過
を
見
る
と
、
十
三
湖
で
は
シ
ジ
ミ

図 27　�十三湖における 2003 年から 2012 年の間の殻長別密度の増減。17.5 ㎜以上の
密度（個体数 / ㎡）は右目盛り、17.5 ㎜以下の密度は左目盛。6.5 ㎜以下の
2008 年のシジミ密度は約 5000 であったので、作図上の理由で省いている。

二
〇
〇
三
年
以
降
は
一
五
〇
〇
～
二

五
〇
〇
ト
ン
の
間
を
変
動
し
て
い
る
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一
九
五
九
～
一
九
六
八
年
で
は
両
者

は
増
加
傾
向
、
一
九
六
九
～
一
九
八

一
年
で
は
減
少
傾
向
、
一
九
八
二
～

二
〇
〇
三
年
で
は
増
加
傾
向
に
あ
っ

た

幼
生
の
発
生
が
順
調
で
あ
れ
ば
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
も
順
調
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

四
．
二　

岩
木
川
流
量
お
よ
び
十
三
湖
の
酸
素
飽
和
度
と
十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量

　

浜
田（
二
〇
一
〇
ｂ
）は
、岩
木
川
の
流
量
変
動
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
、

浜
田
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
年
平
均
流
量
当
た
り
の
漁
獲
量
の

関
係
を
図
28
に
示
し
た
。
こ
の
図
を
見
る
と
、
一
九
五
九
～
一
九
六
八
年
で
は
両
者
は
増
加
傾
向
、

一
九
六
九
～
一
九
八
一
年
で
は
減
少
傾
向
、
一
九
八
二
～
二
〇
〇
三
年
で
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ

の
三
期
間
に
つ
い
て
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
平
水
流
量
当
た
り
の
漁
獲
量
の
相
関
を
図
29
に
示
し
た
。

一
九
五
九
～
一
九
六
八
年
と
一
九
八
二
～
二
〇
〇
三
年
に
つ
い
て
は
流
量
が
増
加
す
る
と
単
位
流
量

当
た
り
の
漁
獲
量
も
増
加
す
る
が
、一
九
六
九
～
一
九
八
一
年
に
つ
い
て
は
、あ
ま
り
相
関
が
な
か
っ

た
。
こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
中
村
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
は
獲
り
過
ぎ
に

よ
る
漁
獲
量
低
迷
期
と
し
、
浜
田
ら
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
は
、
一
九
七
二
、一
九
七
五
、一
九
七
七
年
の

三
回
に
わ
た
っ
て
起
こ
っ
た
洪
水
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

　

浜
田
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
で
は
、
十
三
湖
の
酸
素
飽
和
度
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係
も
検
討
し
た
。

十
三
湖
の
一
次
生
産
が
活
発
で
あ
れ
ば
、
酸
素
が
多
量
に
発
生
す
る
の
で
、
一
次
生
産
力
の
指
標

を
Δ
Ｏ
二
＝
酸
素
飽
和
度
―
一
〇
〇
と
し
て
、
生
産
力
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係
を
見
た
（
図
30
）。

そ
の
結
果
、
酸
素
飽
和
度
（
％
）
か
ら
一
〇
〇
％
を
か
ら
そ
の
結
果
、
Δ
Ｏ
二
が
―
一
〇
～
＋
一
五

の
間
（
酸
素
飽
和
度
に
す
る
と
、
九
〇
～
一
一
五
％
）
の
間
で
、
Δ
Ｏ
二
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
間
に

図 28　十三湖のシジミ漁獲量と岩木川の年平均流量当たりの漁獲量の推移
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図 30　十三湖における酸素飽和度とシジミ漁獲量の関係
生産力⊿O2　（酸素飽和度－ 100）：過飽和分を基礎生産による生産量とした。

（浜田（2010 ｂ）資料からの引用）

図 29　十三湖のシジミ漁獲量と単位流量当たりの漁獲量の推移
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問
題
点
と
し
て
、「
貧
酸
素
水
塊
の

形
成
に
よ
る
シ
ジ
ミ
の
へ
い
死
、
お

よ
び
干
拓
や
護
岸
工
事
の
た
め
水
草

帯
の
喪
失
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る

酸
素
飽
和
度
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
間

に
正
の
相
関
が
見
ら
れ
た
の
で
、
岩

木
川
流
量
の
増
加
が
一
次
生
産
力
を

高
め
た

よ
い
相
関
が
得
ら
れ
た
。

　

岩
木
川
の
流
量
が
増
加
す
る
と
単
位
流
量
あ
た
り
、
ひ
い
て
は
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
増
加
す
る
機
構

は
わ
か
ら
な
い
が
、
流
量
が
多
く
な
る
と
十
三
湖
内
の
塩
分
が
低
下
す
る
た
め
か
、
ま
た
は
岩
木
川

か
ら
の
栄
養
塩
供
給
が
増
加
し
て
十
三
湖
内
の
一
次
生
産
が
増
加
す
る
た
め
な
の
か
、
今
後
の
調
査

に
期
待
し
た
い
。
酸
素
飽
和
度
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
間
に
正
の
相
関
が
見
ら
れ
た
の
で
、
岩
木
川
流

量
の
増
加
が
一
次
生
産
力
を
高
め
て
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
増
加
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二　

十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
環
境
の
特
徴

　

十
三
湖
で
は
、
出
水
が
あ
っ
た
と
き
に
は
一
時
的
に
淡
水
化
し
て
、
ま
た
北
西
の
強
い
風
で
日
本

海
か
ら
多
量
の
塩
分
が
供
給
さ
れ
、
夏
季
の
場
合
に
は
底
層
で
貧
酸
素
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
一
時
的
で
あ
り
、
塩
分
と
貧
酸
素
に
関
し
て
は
被
害
を
受
け
に
く
い
特
徴
が
あ
る
。
出
水

の
場
合
に
は
、
岩
木
川
か
ら
淡
水
と
と
も
に
多
量
の
土
砂
が
供
給
さ
れ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
泥
化

が
進
む
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
シ
ジ
ミ
は
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
大
き
い
。
し
か
し
、

土
砂
堆
積
の
場
合
に
は
費
用
は
か
か
る
が
人
為
的
に
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
十
三
湖
は
シ
ジ
ミ
漁
業
に
と
っ
て
日
本
で
は
環
境
に
も
っ
と
も
恵
ま
れ
た
漁
場

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
増
減
を
決
め
て
い
る
要
因

の
解
明
の
た
め
の
調
査
研
究
が
望
ま
れ
る
。

五
．
涸
沼
と
涸
沼
川

　

涸
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
業
に
つ
い
て
根
本
（
二
〇
〇
〇
）
の
記
載
を
紹
介
す
る
。「
涸
沼
は
出
口
か
ら

八
㎞
で
那
珂
川
と
合
流
し
、
さ
ら
に
五
〇
〇
ｍ
で
海
に
つ
な
が
る
汽
水
湖
で
、
潮
汐
に
よ
る
潮
位
変

化
は
二
〇
―
四
〇
㎝
…
湖
水
面
積
九
・
三
五
㎢
、
周
囲
二
〇
㎞
で
、
平
均
水
深
は
二
・
一
ｍ
、
…
涸
沼

は
浅
く
て
小
さ
な
湖
で
す
が
、
流
域
面
積
が
四
三
九
㎢
と
広
く
、
流
域
人
口
は
一
六
万
人
の
た
め
、

平
成
七
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
年
平
均
値
は
七
・
二
㎎
／
Ｌ
と
高
く
、
富
栄
養
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
…
涸
沼

の
シ
ジ
ミ
漁
場
は
、
涸
沼
の
下
流
部
半
分
と
涸
沼
か
ら
流
出
し
た
涸
沼
川
に
あ
り
ま
す
。
…
昭
和

四
六
年
に
利
根
川
河
口
堰
が
完
成
し
て
、
利
根
川
で
シ
ジ
ミ
の
大
量
へ
い
死
が
起
こ
り
、
利
根
川
流

域
へ
の
放
流
用
シ
ジ
ミ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
た
め
、
一
九
七
四
～
一
九
七
九
年
に
か
け
て
涸
沼
・
那

珂
川
の
漁
獲
量
が
急
上
昇
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
乱
獲
を
招
き
、
そ
の
後
の
シ
ジ
ミ
漁

業
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
…
平
成
一
〇
年
八
月
に
那
珂
川
の
大
洪
水
が
あ
り
、
洪
水
は
涸
沼
に
逆

流
し
て
大
量
の
ヘ
ド
ロ
を
運
び
、ヘ
ド
ロ
は
多
い
と
こ
ろ
で
川
底
に
一
〇
㎝
以
上
も
堆
積
し
ま
し
た
。

そ
の
影
響
か
、
洪
水
直
後
シ
ジ
ミ
の
大
量
へ
い
死
が
起
こ
り
ま
し
た
。」
問
題
点
と
し
て
、「
貧
酸
素

水
塊
の
形
成
に
よ
る
シ
ジ
ミ
の
へ
い
死（
大
潮
満
潮
時
に
輸
送
さ
れ
た
塩
分
の
た
め
成
層
が
で
き
て
、

貧
酸
素
と
な
る
）、
お
よ
び
干
拓
や
護
岸
工
事
の
た
め
水
草
帯
（
稚
貝
が
水
草
に
付
着
し
て
環
境
の

悪
い
場
へ
の
流
出
を
防
ぐ
）
の
喪
失
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

十
三
湖
は
シ
ジ
ミ
漁
業
に
と
っ
て
日

本
で
は
環
境
に
も
っ
と
も
恵
ま
れ
た

漁
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
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図
31
に
涸
沼
と
那
珂
川
（
涸
沼
川
）
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
示
し
た
。
根
本

（
二
〇
〇
〇
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
七
四
～
一
九
七
九
年
に
か
け
て
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
急

上
昇
し
て
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
～

二
〇
〇
七
年
の
極
端
な
漁
獲
量
減
少
は
、
茨
城
県
内
水
面
水
産
試
験
場
の
調
査
で
低
塩
分
化
の
た
め

二
〇
〇
四
年
の
発
生
が
悪
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

　

浜
田
ら
（
二
〇
一
二
）
は
、
涸
沼
と
涸
沼
川
の
漁
獲
量
変
動
を
、
那
珂
川
の
流
量
お
よ
び
河
床
高

の
変
化
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
（
図
31
）
に
つ
い
て
、
一
九
七
四
年
か
ら
二
〇
一
一

年
ま
で
の
減
少
は
、
Ｙ
＝
―
一
四
九
ｘ
＋
六
三
〇
一
、
r2

＝
〇
・
九
一
と
い
う
直
線
で
近
似
で
き
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
Ｙ
は
漁
獲
量
、
Ｘ
は
一
九
七
四
年
を
起
点
（
ゼ
ロ
）
と
し
た
年
数
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
毎
年
一
四
九
ト
ン
ず
つ
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
減

少
要
因
に
つ
い
て
、
浜
田
ら
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
河
川
改
修
に
伴
う
河
床
高
の
減
少
と
結
び
つ

け
て
検
討
し
た
。

五
・
一　

那
珂
川
河
床
高
と
涸
沼
・
涸
沼
川
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係

　

浜
田
ら
（
二
〇
一
二
）
は
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
減
少
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
し
て
、
砂
利
採
取

（
砂
利
採
取
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
河
床
高
減
少
は
別
途
検
討
）、
乱
獲
、
水
質
汚
濁
、
干
拓
お
よ

び
護
岸
工
事
に
よ
る
水
草
帯
の
減
少
の
五
つ
の
要
因
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
は
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の

減
少
と
明
瞭
に
結
び
つ
か
な
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
河
床
高
減
少
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
間
に
関

図 31　涸沼と那珂川（涸沼川）におけるシジミ漁獲量の推移
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浜
田
は
、
シ
ジ
ミ
の
生
産
量
を
、
餌

と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
産

と
、
生
産
さ
れ
た
有
機
物
の
移
動
の

二
つ
か
ら
考
察
し
た
。

係
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
河
床
高
の
変
動
に
つ
い
て
、
那
珂
川
の
河
口
の
〇
～
一
〇
㎞
に
つ

い
て
は
、
一
九
六
四
年
を
起
点
と
し
て
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
全
期
間
に
つ
い
て
、
Ｙ
＝
―
三
・
三
Ｘ

＋
六
四
五
九
、
r2

＝
〇
・
九
〇
の
関
係
が
得
ら
れ
た
。
Ｙ
は
河
床
高
（
㎝
）、
Ｘ
は
年
で
あ
り
、
毎

年
三
・
三
㎝
河
床
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
減
少
す
る

起
点
の
一
九
七
四
年
か
ら
河
床
高
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係
を
調
べ
る
と
、
ｙ
＝
―
四
〇
・
八
ｘ
＋

五
八
五
四
、r2

＝
〇
・
七
四
の
関
係
が
得
ら
れ
た
（
図
32
）。
ｙ
は
漁
獲
量
で
、ｘ
は
河
床
高
で
あ
る
。

　

浜
田
ら
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
は
、
資
源
減
衰
期
に
な
る
と
、
な
ぜ
、
那
珂
川
の
水
位
低
下
に
と
も
な

い
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量
が
減
少
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
利
根
川
水
系
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
設
定
し
た
。「
那
珂
川
本
川
の
河
川
改
修
が
す
す
む
と
、
那
珂
川
か
ら
流

下
し
て
き
た
河
川
水
は
、
潮
汐
で
逆
流
す
る
場
合
に
、
本
川
を
逆
流
遡
上
し
や
す
く
な
る
。
一
方
、

河
口
付
近
で
本
川
に
合
流
す
る
支
流
涸
沼
川
へ
の
逆
流
量
は
、本
川
へ
の
逆
流
量
増
に
よ
っ
て
減
少
、

涸
沼
川
を
へ
て
涸
沼
へ
逆
流
し
て
い
た
流
量
が
減
少
す
る
。
そ
の
結
果
、
那
珂
川
水
系
の
シ
ジ
ミ
の

餌
料
生
産
の
場
で
あ
る
涸
沼
の
基
礎
生
産
速
度
や
シ
ジ
ミ
へ
の
餌
料
供
給
速
度
が
低
下
し
、
シ
ジ
ミ

の
生
産
量
が
低
下
す
る
。」

五
・
二　

河
床
低
下
に
伴
う
涸
沼
と
涸
沼
川
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
減
少
の
想
定
さ
れ
る
機
構

　

浜
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
シ
ジ
ミ
の
生
産
量
を
、
餌
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
産
と
、
生

産
さ
れ
た
有
機
物
の
移
動
の
二
つ
か
ら
考
察
し
た
。
根
本
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
涸
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
場

図 32　那珂川 0～ 10㎞区間の河床高低下量とシジミ漁獲量の関係（浜田、2012））
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は
、
涸
沼
の
出
口
周
辺
か
ら
涸
沼
川
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
涸
沼
周
辺

河
川
か
ら
涸
沼
に
流
入
し
た
栄
養
塩
が
一
次
生
産
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
い
う
有
機
物
と

な
り
、
こ
の
有
機
物
が
流
下
し
て
、
涸
沼
の
出
口
周
辺
か
ら
涸
沼
川
で
シ
ジ
ミ
の
餌
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
浜
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
那
珂
川
か
ら
逆
流
に
よ
っ
て
涸
沼
に
栄

養
塩
が
添
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
逆
流
が
那
珂
川
へ
流
出
す
る
と
き
に
涸
沼
で
生
じ
た
有
機
物
を

涸
沼
川
へ
輸
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
涸
沼
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
を
増
加
さ
せ
る
と
考
え
た
。
浜
田

（
二
〇
一
四
）
は
、
涸
沼
へ
の
流
入
量
（
涸
沼
流
域
か
ら
河
川
を
通
じ
て
流
入
し
た
量
＋
那
珂
川
か

ら
の
逆
流
水
量
）
を
求
め
て
、
こ
の
流
入
量
が
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
類
似
し
た
推
移
を
示
し
た
（
図
33

　

浜
田
（
二
〇
一
四
））。
涸
沼
へ
の
流
入
量
か
ら
流
域
か
ら
の
流
入
量
を
差
し
引
く
と
、
那
珂
川
か

ら
の
逆
流
量
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
逆
流
量
は
河
床
高
の
変
化
と
負
の
関
係
に
あ
る
（
図

34
）。
逆
流
水
量
は
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
よ
い
相
関
関
係
を
示
し
た（
図
35
、浜
田（
二
〇
一
四
）。
な
お
、

図
33
に
お
い
て
二
〇
〇
六
、二
〇
〇
七
、二
〇
〇
八
年
の
期
間
に
つ
い
て
浜
田
（
二
〇
一
四
）
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
漁
獲
量
が
、そ
れ
ぞ
れ
三
九
六
、三
一
七
、八
九
九
ト
ン
と
例
年
に
な
く
低
い
。

涸
沼
へ
の
流
入
量
の
算
定
に
は
漁
獲
量
が
関
係
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
が
涸
沼
へ
の
流
入
量
推

定
値
が
低
く
な
っ
た
原
因
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
漁
獲
量
低
減
の
原
因
は
、
二
〇
〇
三
年
の
産
卵
期

の
低
塩
分
化
に
よ
る
発
生
不
良
と
さ
れ
て
い
る
（
茨
城
県
内
水
面
水
産
試
験
場
：
大
涸
沼
漁
協
シ
ジ

ミ
漁
業
説
明
会
二
〇
一
〇
）。」
お
そ
ら
く
、
何
ら
か
の
理
由
で
那
珂
川
か
ら
の
逆
流
量
が
極
め
て
少

な
く
な
り
、
そ
の
結
果
涸
沼
に
お
け
る
塩
分
量
が
減
少
し
て
、
産
卵
・
孵
化
に
障
害
が
生
じ
た
と
推

図 33　�涸沼への流入水量とシジミ漁獲量の推移　流入水量＝沼への河川からの流入 +那
珂川からの逆流量（浜田、2014）

図 34　那珂川 0～ 10㎞区間の河床高低下量と涸沼への逆流入水流量との関係
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宍
道
湖
は
汽
水
湖
で
あ
り
、
シ
ジ
ミ

の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る

定
さ
れ
る
。

　

浜
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
涸
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
河
川
改
修
に
よ
る
河
床
高
の
減
少
の
関
係
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
那
珂
川
水
系
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
産
は
涸
沼
流

域
と
那
珂
川
か
ら
の
逆
流
水
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
栄
養
塩
類
を
利
用
し
た
光
合
成
に
よ
る
有
機

物
生
産
が
基
本
で
あ
る
。
涸
沼
湖
内
で
生
産
さ
れ
た
有
機
物
が
、
涸
沼
流
域
か
ら
の
流
入
水
と
那
珂

川
か
ら
の
逆
流
水
に
よ
っ
て
下
流
に
運
ば
れ
、
シ
ジ
ミ
が
摂
取
し
、
成
長
す
る
。
こ
の
生
産
過
程
の

中
で
、
那
珂
川
か
ら
涸
沼
へ
逆
流
す
る
那
珂
川
河
川
水
は
、
二
重
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
一
つ

は
、
餌
と
な
る
有
機
物
生
産
の
原
料
と
な
る
栄
養
塩
類
供
給
で
あ
り
、
他
は
涸
沼
湖
内
で
生
産
さ
れ

た
有
機
物
の
シ
ジ
ミ
漁
場
へ
の
運
搬
で
あ
る
。」

六
．
宍
道
湖

　

宍
道
湖
は
、
斐
伊
川
→
宍
道
湖
→
大
橋
川
→
中
海
→
境
水
道
→
美
保
湾
（
日
本
海
）
の
水
系
の
一

部
で
あ
る
（
図
36
）。
塩
分
は
美
保
湾
か
ら
遡
上
し
て
、
大
橋
川
を
経
て
宍
道
湖
に
流
入
す
る
の
で
、

宍
道
湖
は
汽
水
湖
で
あ
り
、
シ
ジ
ミ
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
宍
道
湖
の
大
き
さ
は
八
〇
・
三
㎢

で
、
平
均
水
深
は
四
・
五
ｍ
で
あ
り
、
水
深
三
～
四
ｍ
以
浅
が
シ
ジ
ミ
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。
中
村

（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
は
、
シ
ジ
ミ
漁
場
面
積
は
二
三
・
〇
六
㎢
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
シ
ジ
ミ
漁
場
は
宍

道
湖
面
積
の
三
〇
％
弱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宍
道
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、一
九
七
三
年
に
約
一
・

図 35　涸沼への逆流入水量と漁獲量の関係
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山
陰
中
央
日
報
紙
面
に
「
九
〇
キ
ロ

の
漁
獲
が
あ
る
の
は
二
年
ぶ
り
。
昨

夏
の
倍
は
捕
れ
て
い
る
」
と
掲
載
さ

れ
た

九
万
ト
ン
の
最
高
値
の
漁
獲
量
が
あ
り
、
そ
の
後
一
九
八
二
年
と
一
九
八
三
年
に
約
一
・
五
万
ト
ン

の
ピ
ー
ク
が
あ
る
も
の
の
減
少
し
続
け
て
、
近
年
は
三
千
ト
ン
を
上
下
し
て
い
る
の
で
、
一
九
七
三

年
の
漁
獲
量
と
比
較
す
る
と
一
五
％
程
度
に
落
ち
込
ん
で
い
る
（
図
37
）。
中
村
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
は
、

一
九
七
二
年
以
降
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
急
激
な
増
加
は
、
一
九
七
一
年
に
利
根
川
河
口
堰
建
設
に

よ
っ
て
利
根
川
の
シ
ジ
ミ
が
大
量
死
し
た
た
め
に
、
シ
ジ
ミ
不
足
が
起
き
て
、
シ
ジ
ミ
需
要
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
た
め
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、一
九
八
四
年
以
降
は
一
貫
し
て
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。

一
九
九
七
年
の
大
雨
の
後
に
シ
ジ
ミ
の
大
量
死
が
生
じ
た
が
、
様
々
な
調
査
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
原
因
は
不
明
と
中
村
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
は
述
べ
て
い
る
。
シ
ジ
ミ
資
源
の
減
少
要
因
と
し
て

は
、
①
塩
分
不
足
に
よ
る
産
卵
・
孵
化
へ
の
障
害
、
②
貧
酸
素
に
よ
る
被
害
、
③
底
質
の
泥
化
に
よ

る
障
害
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
宍
道
湖
の
場
合
、
な
ぜ
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
減
少
傾
向
が
三
〇
年

近
く
も
続
い
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

二
〇
一
三
年
九
月
三
日
付
山
陰
中
央
日
報
紙
面
に
大
略
以
下
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。「
九
〇
キ

ロ
の
漁
獲
が
あ
る
の
は
二
年
ぶ
り
。
昨
夏
の
倍
は
捕
れ
て
い
る
」。
西
岸
を
主
な
漁
場
と
す
る
シ
ジ

ミ
漁
師
、
杉
原
浩
司
さ
ん
（
五
三
）
＝
松
江
市
宍
道
町
＝
の
表
情
は
明
る
い
。「
ほ
か
の
漁
師
も
捕

れ
て
お
り
、
将
来
の
漁
獲
に
つ
な
が
る
稚
貝
も
非
常
に
多
い
。
宍
道
湖
の
状
況
は
一
変
し
た
」。
東

岸
よ
り
塩
分
濃
度
が
低
く
な
り
が
ち
な
西
岸
は
不
漁
が
特
に
深
刻
だ
っ
た
だ
け
に
、
喜
び
も
ひ
と
し

お
だ
。
…
雨
が
少
な
い
た
め
、
昨
年
夏
以
降
、
成
育
に
適
し
た
高
い
塩
分
濃
度
が
続
い
て
お
り
、
へ

い
死
が
少
な
い
の
が
一
因
。
餌
の
け
い
藻
が
豊
富
で
、
成
長
も
速
い
と
い
う
。」
二
〇
一
三
年
度
の

図 36　宍道湖とシジミ漁場（中村（2011）から引用）

図 37　宍道湖におけるシジミ漁獲量の推移
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二
〇
〇
五
年
以
降
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量

は
、
水
位
が
下
が
る
と
増
加
す
る
関

係
と
な
っ
た

シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
資
料
が
な
い
の
で
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
減
少
傾
向
を
続
け
て
い
た
宍
道

湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
反
転
し
て
増
加
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
解
明
も
今
後
な
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
塩
分
濃
度
が
上
昇
し
て
、
藍
藻
な
ど
に
替
わ
っ
て
シ
ジ
ミ
の
餌
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と

さ
れ
て
い
る
け
い
藻
が
増
加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

六
・
一　

大
橋
川
の
水
位
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量

　

す
で
に
紹
介
し
た
涸
沼
の
場
合
に
は
、
涸
沼
と
つ
な
が
る
河
川
の
水
位
が
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
と
密

接
な
関
係
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
宍
道
湖
の
出
口
の
大
橋
川
松
江
観
測
所
の
二
〇
〇
二
年
以
降

（
二
〇
〇
一
年
以
前
の
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
）
水
位
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
全
体
と
し
て
水
位
は

上
昇
傾
向
に
あ
る
（
図
38
）。
水
位
（
年
平
均
値
）
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
見
る
と
、
漁
獲
量

は
経
年
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、水
位
は
二
〇
〇
五
年
以
降
増
加
傾
向
に
あ
る（
図
39
）。
そ
こ
で
、

二
〇
〇
五
年
以
降
の
水
位
と
漁
獲
量
の
関
係
（
図
40
）
を
見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
以
降
の
シ
ジ
ミ
漁

獲
量
は
、
水
位
が
下
が
る
と
増
加
す
る
関
係
と
な
っ
た
。
水
位
と
漁
獲
量
の
間
に
因
果
関
係
が
存
在

す
る
の
か
ど
う
か
を
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ　

河
川
に
お
け
る
漁
獲
量
の
推
移
と
環
境
要
因

　

図
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
河
川
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
、
一
九
七
〇
年
に
ピ
ー
ク
の
四
・

図 38　�宍道湖橋川松江における水位の推移。2011 年の水位には欠測があるため平均値
を示していない。近似直線は、2002 ～ 2004 年の平均値を除いて作成した。

図 39　宍道湖大橋川松江における水位（年平均値）とシジミ漁獲量の推移
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木
曽
三
川
も
、
一
九
八
七
年
か
ら
減

少
傾
向
と
な
っ
た

四
万
ト
ン
の
漁
獲
が
あ
り
、
一
度
一
・
八
万
ト
ン
ま
で
減
少
し
た
の
ち
、
一
九
七
八
年
に
は
三
・
四
万

ト
ン
ま
で
増
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
一
方
的
に
減
少
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
は
わ
ず
か

一
六
〇
〇
ト
ン
と
な
っ
た
。
図
１
で
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
湖
沼
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
よ
り
減
少
が
速

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
河
川
の
と
く
に
河
口
域
で
の
環
境
変
化
が
大
き
く
、
汽
水
域
に
生
息
す
る
シ
ジ

ミ
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
．
木
曽
三
川

　

木
曽
三
川
は
、
揖
斐
川
・
長
良
川
・
木
曽
川
の
こ
と
で
あ
り
、
伊
勢
湾
奥
へ
流
入
す
る
。
こ
の

三
川
の
河
口
域
で
シ
ジ
ミ
漁
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
図
41
）。
海
側
の
漁
場
で
は
一
九
八
〇
年

に
は
九
千
ト
ン
を
超
え
る
漁
獲
が
あ
っ
た
が
、
一
九
八
七
年
か
ら
減
少
傾
向
に
な
り
、
二
〇
〇
九

年
に
は
千
ト
ン
ほ
ど
ま
で
減
少
し
た
（
図
42
）。
川
側
で
も
一
九
九
四
年
頃
か
ら
減
少
傾
向
に
な

り
、
一
九
九
四
年
か
ら
さ
ら
に
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。
一
九
九
四
年
に
長
良
川
河
口
堰
が
完
成
し

て
、
一
九
九
五
年
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
海
側
も
川
側
で
も
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
一
九
九
五
年
頃

か
ら
減
少
が
起
き
て
い
る
。
木
曽
三
川
の
シ
ジ
ミ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
発
行
の
水
産
振
興
第

五
三
二
号
で
も
と
り
あ
げ
て
い
て
、
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
減
少
原
因
に
つ
い

て
述
べ
る
。

①
河
口
堰
上
流
部
…
河
口
堰
に
よ
っ
て
海
水
の
遡
上
が
止
め
ら
れ
る
た
め
に
、
河
口
堰
上
流
部
で
は

図 40　�大橋川松江水位とシジミ漁獲量の関係。漁獲量 1は 2002 ～ 2004 年、漁獲量 2
は 2005 ～ 2012 年（2011 年は水位データが不十分なため省いてある）。
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漁
獲
量
の
減
少
原
因
は
、
塩
分
が
失

わ
れ
た
河
口
堰
上
流
部
で
は
再
生
産

が
で
き
な
く
な
り
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
は

失
わ
れ
る
。
下
流
部
で
は
塩
分
が
あ

る
の
で
、
漁
獲
は
残
る
が
、
漁
獲
量

は
減
少
す
る

塩
分
が
失
わ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
シ
ジ
ミ
（
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
）
は
産
卵
と
孵
化

の
た
め
に
は
二
～
三
の
塩
分
が
必
須
な
の
で
、
塩
分
が
失
わ
れ
た
河
口
堰
上
流
部
で
は
再
生
産
が

で
き
な
く
な
り
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
は
失
わ
れ
る
。
長
良
川
で
は
河
口
堰
建
設
後
は
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が

な
く
な
っ
て
い
る
（
図
43
）。
し
か
し
、
揖
斐
川
と
木
曽
川
で
は
漁
獲
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

②
河
口
堰
下
流
部
…
下
流
部
で
は
塩
分
が
あ
る
の
で
、
漁
獲
は
残
る
が
、
漁
獲
量
は
減
少
す
る
（
図

42
）。
下
流
部
で
漁
獲
量
が
減
少
す
る
一
因
は
泥
分
布
で
あ
る
。
村
上
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
長
良

川
河
口
堰
の
上
流
側
と
下
流
側
の
底
質
を
調
査
し
て
、
い
ず
れ
の
側
も
河
口
堰
に
近
い
ほ
ど
い
わ

ゆ
る
泥
（
粘
土
・
シ
ル
ト
成
分
）
が
多
い
こ
と
を
示
し
た
（
図
44
）。
泥
が
多
い
と
シ
ジ
ミ
は
生

育
で
き
な
い
の
で
、
河
口
堰
下
流
部
で
は
堰
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
下
流
で
し
か
成
長
で
き
な
く

な
り
、
そ
の
結
果
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
口
堰
の
上
流
側
で
は
上
流
か

ら
流
下
し
た
底
質
が
堰
で
止
め
ら
れ
る
の
で
、
粒
度
の
大
き
い
成
分
も
小
さ
い
成
分
も
堆
積
す
る

が
、
粒
度
の
小
さ
い
部
分
（
泥
な
ど
）
は
軽
い
た
め
川
底
の
上
層
に
堆
積
す
る
。
下
流
側
で
は
、

堰
か
ら
の
淡
水
は
上
層
を
海
側
に
流
出
し
て
、
下
層
で
は
塩
水
が
差
し
込
ん
で
く
る
（
塩
水
楔
）。

塩
水
を
含
む
流
れ
は
堰
に
ぶ
つ
か
り
、
上
層
に
移
っ
て
い
く
（
図
45
）。

　

河
口
域
に
近
い
場
所
に
堰
が
造
ら
れ
る
と
、
ど
こ
で
も
同
様
な
こ
と
が
生
じ
る
。

図 41　木曽三川における漁場図（中村（2011）から引用）

図 42　木曽三川におけるシジミ漁獲量の推移
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図 43　木曽三川における貝類漁獲量：貝類はほとんどがヤマトシジミと考えられる。

図 45　�河口堰における流れの方向：上流側では上層から下層まで下流方向に流れるが、
河口堰の下流側では、上層では淡水が下流（河口方向）に流れ、下層では塩分を
含む水が上流側に向って流れて、河口堰にぶつかって上流側に向って、上流から
河口へ流れる。その結果、上流の泥は河口堰で止められて堆積、下流の泥も河口
堰に近い場所に多く堆積する。

図 44　�長良川河口堰付近の川床堆積物の粒度分布（村上（2000）より引用）、黒：シル
ト・粘土、その左：細粒砂・極細粒砂、その左：中粒砂、その左：粗粒砂
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利
根
川
の
漁
獲
量
は
北
浦
の
約
一
〇

倍
で
あ
る
が
、
漁
獲
量
の
変
動
は
類

似

二
．
利
根
川

二
・
一　

シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移

　

利
根
川
水
系
の
シ
ジ
ミ
漁
場
を
図
46
に
示
し
た
。
霞
ヶ
浦
と
北
浦
か
ら
流
出
し
た
河
川
水
は
合
流

し
て
常
陸
川
と
な
り
、
常
陸
川
が
利
根
川
と
合
流
す
る
地
点
に
常
陸
川
水
門
と
利
根
川
河
口
堰
が
あ

る
。
利
根
川
と
北
浦
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
図
47
に
示
し
た
。
利
根
川
の
漁
獲
量
は
北

浦
の
約
一
〇
倍
で
あ
る
が
、
漁
獲
量
の
変
動
は
類
似
し
て
い
る
。

　

根
本
・
中
村
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
常
陸
川
水
門
と
利
根
川
河
口
堰
の
建
設
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の

推
移
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
常
陸
川
水
門
は
一
九
六
三
年
に
建
設
さ
れ
た
が
、

し
ば
ら
く
の
間
は
頻
繁
に
開
閉
さ
れ
て
い
て
、
一
九
七
三
年
に
完
全
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
…
利
根
川
河

口
堰
は
一
九
七
一
年
に
完
成
し
た
。」
北
浦
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
一
九
七
四
年
か
ら
大
き
く
減
少
し

始
め
て
い
る
（
図
47
）
の
は
、
常
陸
川
水
門
が
完
全
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
利

根
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
一
九
七
〇
年
の
三
七
，
九
五
五
ト
ン
か
ら
一
九
七
一
年
の
一
六
，
四
四
四

ト
ン
へ
一
挙
に
半
減
以
下
に
減
少
し
た
の
は
、
利
根
川
河
口
堰
建
設
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
利
根

川
で
は
、
一
度
大
き
く
減
少
し
た
後
、
一
九
七
七
年
の
二
三
，
四
七
一
ト
ン
へ
増
加
し
て
、
そ
の
後

減
少
し
て
、
最
近
で
は
数
ト
ン
し
か
漁
獲
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
七
七
年
へ
の
一
時
的
漁
獲
量
の
増

加
は
、
根
本
・
中
村
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
れ
ば
、
涸
沼
や
宍
道
湖
か
ら
の
移
植
放
流
の
効
果
と
み
ら

図 46　�利根川と霞ヶ浦。霞ヶ浦と北浦から流出した水は途中で合流して常陸川となる。
常陸川と利根川が合流するのが、図の利根川と銚子市の文字の間の河口堰と書い
た場所である。この合流点の常陸川には常陸川水門（1963 年に完成）があり、
利根川には利根川河口堰（1971 年に完成）がある。（中村（2011）一部改変）

図 47　利根川と北浦のシジミ漁獲量の推移
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浜
田
ら
は
、
利
根
川
の
シ
ジ
ミ
の
生

産
は
、
利
根
川
の
一
次
生
産
だ
け
で

成
り
立
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た

れ
て
い
る
。

　

梶
山
・
尾
崎
（
二
〇
〇
六
）
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
利
根
川
河
口
堰
下
流
の
シ
ジ

ミ
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
、
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
〇
三
年
の
六
月
の
河
口
か
ら
河
口
堰
ま
で

の
シ
ジ
ミ
資
源
量
調
査
結
果
を
整
理
し
て
図
48
に
示
し
た
。
資
源
量
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
河
口
か

ら
七
～
八
㎞
地
点
で
あ
り
、
河
口
堰
近
く
（
一
三
～
一
八
㎞
）
で
は
シ
ジ
ミ
資
源
量
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
長
良
川
河
口
堰
（
図
43
）
と
同
じ
く
、
河
口
堰
近
く
は
底
質
が
泥
化

し
て
い
る
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。

二
・
二　

利
根
川
シ
ジ
ミ
生
産
機
構

　

浜
田
ら（
二
〇
一
〇
ａ
）は
、利
根
川
の
シ
ジ
ミ
の
生
産
は
、利
根
川
の
一
次
生
産
だ
け
で
成
り
立
っ

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
シ
ジ
ミ
は
一
九
五
八
年
以
降
増
加
し
た
。
浜
田
ら（
二
〇
一
〇

ａ
）
は
、
こ
の
原
因
は
、
常
陸
川
の
浚
渫
工
事
に
よ
っ
て
利
根
川
の
水
が
常
陸
川
を
経
由
し
て
霞
ヶ

浦
ま
で
遡
上
し
て
、
塩
分
と
栄
養
塩
を
供
給
し
て
、
霞
ヶ
浦
で
生
じ
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
シ
ジ

ミ
の
餌
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
霞
ヶ
浦
の
シ
ジ
ミ
は
一
九
七
〇
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
考
え
は
、
常
陸
川
の
浚
渫
→
霞
ヶ
浦
へ
塩
分
と
栄
養
塩
の
供
給
→
霞
ヶ
浦
の
生
産
性
の
増

加
（
酸
素
飽
和
度
で
チ
ェ
ッ
ク
）
→
霞
ヶ
浦
の
一
次
生
産
物
の
シ
ジ
ミ
に
よ
る
利
用
→
霞
ヶ
浦
の
シ

ジ
ミ
漁
獲
量
の
増
大
、
と
い
う
仮
説
に
基
づ
く
。
霞
ヶ
浦
の
塩
分
と
酸
素
飽
和
度
の
正
相
関
は
、
塩

分
と
と
も
に
栄
養
塩
が
遡
上
し
て
霞
ヶ
浦
の
一
次
生
産
が
上
昇
し
た
こ
と
の
表
れ
と
考
え
る
こ
と
が

図 48　利根川河口堰下流の河口から河口堰（18.5 ｋｍ地点）の間のシジミ資源量分布
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で
き
る
（
図
49
）。

　

浜
田
ら
（
二
〇
一
〇
ａ
）
は
、
霞
ヶ
浦
の
酸
素
飽
和
度
と
利
根
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係
を
調

べ
て
得
ら
れ
た
結
果
（
図
50
）
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
ま
ず
、
利
根
川
河
口
堰
竣
工
の
一
九
六
九
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
両
者
の
間
に

明
瞭
な
正
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
（
r2

＝
〇
・
八
三
）。
常
陸
利
根
川
の
改
修
が
進
む
と
下
流
か

ら
汽
水
状
態
の
利
根
川
河
川
水
が
霞
ヶ
浦
構
内
に
逆
流
遡
上
し
基
礎
生
産
を
高
め
る
。
霞
ヶ
浦
で
生

産
さ
れ
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
下
流
へ
流
下
し
霞
ヶ
浦
の
シ
ジ
ミ
漁
場
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら

に
下
流
の
利
根
川
本
川
の
シ
ジ
ミ
漁
場
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
餌
料
と
な
る
有
機
物
を
供
給
し
利
根
川

本
川
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
産
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
九
年
の
九
年
間
に
つ
い
て
は
霞
ヶ
浦
の
酸
素
飽
和
度
と
利
根
川
の
シ
ジ

ミ
漁
獲
量
の
間
の
相
関
関
係
が
崩
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
は
、
霞
ヶ
浦
下
流
の
常
陸
川
水
門
の
部

分
的
閉
鎖
や
一
九
七
五
年
以
降
の
完
全
操
作
が
始
ま
り
、
酸
素
欠
乏
に
よ
っ
て
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
大

量
死
が
発
生
す
る
等
、
下
流
域
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
両
者
の
間
の
相
関
関
係
を
崩
し

た
背
景
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
八
〇
年
以
降
に
な
る
と
両
者
の
間
に
正
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
相
関
係
数
も
小
さ

く（
r2

＝
〇
・
四
二
）勾
配
も
小
さ
い
。
利
根
川
河
口
堰
完
成
前
の
よ
う
に
強
固
な
関
係
で
は
な
い
が
、

常
陸
川
水
門
完
全
操
作
後
も
、
な
お
、
霞
ヶ
浦
で
生
産
さ
れ
た
有
機
物
が
下
流
の
利
根
川
に
運
ば
れ

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
産
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
直
線
の
勾
配
は
一
／
五
で
あ
る
か
ら

図 49　霞ヶ浦の塩分と酸素飽和度の関係
　1956 年は河川改修で最初の逆流があった年であり、1963 年は常陸川水門完成の年で
あるので、この二つを除くと、R2 は 0.76 になる。

図 50　霞ヶ浦の酸素飽和度と利根川のシジミ漁獲量の関係
酸素飽和度：霞ヶ浦土浦入木原沖表層、漁獲年を含む 3年間の平均値
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利
根
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
現
在
ほ
と
ん
ど
ゼ

ロ
で
あ
る

ま
ず
は
、
利
根
川
シ
ジ
ミ
漁
場
へ
の

有
機
物
供
給
源
で
あ
る
霞
ヶ
浦
の
基

礎
生
産
が
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
基
本
的
な

原
因
で
あ
る

霞
ヶ
浦
か
ら
下
流
の
利
根
川
へ
の
餌
料
供
給
効
率
が
一
／
五
に
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
常

陸
川
水
門
完
全
管
理
後
に
は
、
そ
れ
ま
で
下
流
か
ら
の
逆
流
遡
上
し
て
い
た
利
根
川
河
川
水
の
逆
流

が
完
全
に
な
く
な
る
。
そ
の
こ
と
が
湖
内
の
物
質
循
環
に
影
響
を
与
え
基
礎
生
産
の
量
や
質
に
影
響

を
与
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
利
根
川
シ
ジ
ミ
漁
場
へ
の
有
機
物
供
給
源
で

あ
る
霞
ヶ
浦
の
基
礎
生
産
が
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
基
本
的
な
原
因
で

あ
る
。

　

第
二
に
霞
ヶ
浦
湖
内
で
生
産
さ
れ
た
有
機
物
が
下
流
へ
運
ば
れ
、
か
つ
日
々
二
回
の
潮
汐
に
よ
っ

て
逆
送
さ
れ
る
と
い
う
漁
場
へ
の
有
機
物
反
復
輸
送
の
構
造
が
常
陸
川
水
門
の
建
設
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
湖
内
で
生
産
さ
れ
た
有
機
物
が
下
流
に
輸
送
さ
れ
る
こ
と
な
く
湖
内

に
沈
殿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
三
に
漁
場
に
お
け
る
河
川
水
あ
る
い
は
湖
水
の
流
動
状
態
の
変
化
が
あ
る
。
か
つ
て
利
根
川
や

常
陸
利
根
川
の
シ
ジ
ミ
漁
場
で
は
比
較
的
速
い
流
れ
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
がdetritus

状
有
機
物
の

浮
遊
懸
濁
を
促
進
し
、
濾
過
摂
食
者
で
あ
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
摂
食
を
助
け
て
い
た
。
利
根
河
口
堰

お
よ
び
常
陸
川
水
門
の
建
設
・
管
理
に
よ
り
潮
汐
や
自
然
流
下
に
よ
る
不
断
の
流
動
が
阻
害
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
と
に
よ
り
シ
ジ
ミ
を
取
り
巻
く
生
活
空
間
の
浮
遊
懸
濁
状
有
機
物
濃
度
が
低
下

し
摂
食
・
成
長
が
低
下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
水
粒
子
の
運
動
は
乱
流
か
ら
層
流
に
移
行
す
る

段
階
で
劇
的
に
低
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
河
川
改
修
に
よ
る
拡
幅
や
水
門
操

作
に
よ
る
不
連
続
の
順
流
操
作
も
シ
ジ
ミ
へ
の
栄
養
供
給
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。」

二
・
三　

利
根
川
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
業
消
滅

　

利
根
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
（
図
47
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で
あ
る
。

木
曽
三
川
の
長
良
川
で
示
し
た
よ
う
に
、
河
口
堰
の
完
成
に
よ
っ
て
河
口
堰
下
流
の
シ
ジ
ミ
生
産
量

は
、
お
そ
ら
く
底
質
の
泥
化
と
そ
れ
に
伴
う
貧
酸
素
化
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
利

根
川
の
場
合
も
同
様
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
浜
田
ら
（
二
〇
一
〇
ａ
）
は
、
そ
れ
以
外

の
要
因
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
利
根
川
の
シ
ジ
ミ

漁
獲
量
は
、
利
根
川
の
一
次
生
産
に
加
え
て
霞
ヶ
浦
の
一
次
生
産
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
常
陸

川
水
門
の
完
全
閉
鎖
に
伴
い
、
霞
ヶ
浦
の
一
次
生
産
は
常
陸
川
水
門
の
締
め
切
り
に
よ
る
河
川
流
速

の
低
下
に
よ
っ
て
下
層
へ
沈
降
し
た
ま
ま
で
、
水
門
を
超
え
て
利
根
川
へ
供
給
さ
れ
る
量
が
極
め
て

少
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
利
根
川
河
口
堰
下
流
の
シ
ジ
ミ
は
泥
化
に
加
え
て
餌
不
足
で
ほ
と
ん
ど
ゼ

ロ
と
な
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ　

シ
ジ
ミ
漁
獲
量
減
少
の
環
境
要
因
の
整
理
と
対
策

一
．
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
減
少
の
環
境
要
因

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
シ
ジ
ミ
の
生
息
と
成
長
の
た
め
に
は
、
一
定
の
塩
分
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

涸
沼
や
利
根
川
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
次
生
産
に
よ
る
餌
供
給
も
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
阻
害
要
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シ
ジ
ミ
の
生
息
と
成
長
の
た
め
に

は
、
一
定
の
塩
分
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
涸
沼
や
利
根
川
で
示
さ
れ
た

よ
う
に
、
一
次
生
産
に
よ
る
餌
供
給

も
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
阻
害
要
因

と
し
て
、
塩
分
不
足
、
泥
化
、
貧
酸

素
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ

た
シ
ジ
ミ
漁
場
に
つ
い
て
の
障
害
要

因
と
塩
分
の
調
節
に
つ
い
て
表
に
ま

と
め
た

因
と
し
て
、
塩
分
不
足
、
泥
化
、
貧
酸
素
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
シ
ジ
ミ
漁
場
に
つ
い

て
の
障
害
要
因
と
塩
分
の
調
節
に
つ
い
て
表
２
に
ま
と
め
た
。
漁
獲
量
の
減
少
の
点
か
ら
も
ま
た
障

害
要
因
が
多
い
点
で
も
、
パ
ン
ケ
沼
が
最
も
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
十
三
湖
は
、

地
の
利
を
得
て
、
環
境
的
に
は
も
っ
と
も
優
れ
て
い
る
。
網
走
湖
は
、
障
害
要
因
が
あ
る
が
、
塩
分

調
節
が
可
能
な
面
を
持
っ
て
い
て
、
実
際
に
漁
獲
量
も
減
少
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
多
い
漁
獲
量

を
得
て
き
た
宍
道
湖
は
、
貧
酸
素
と
泥
化
に
つ
い
て
は
障
害
要
因
と
さ
れ
て
い
る
が
、
塩
分
に
つ
い

て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
二
〇
一
三
年
に
塩
分
が
上
昇
し
て
漁
獲
量
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
餌
と

し
て
の
珪
藻
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
餌
の
点
か
ら
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
宍
道
湖

に
つ
い
て
は
漁
獲
量
を
減
少
さ
せ
て
い
る
要
因
が
他
の
漁
場
と
比
べ
て
不
明
で
あ
る
点
が
特
徴
で
あ

り
、
今
後
の
調
査
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
。

二
．
考
え
ら
れ
る
検
討
課
題
と
対
策

二
・
一　

網
走
湖

　

塩
淡
境
界
層
を
制
御
す
る
制
御
施
設
の
稼
働
に
よ
っ
て
安
定
的
な
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
維
持
が
期
待

さ
れ
る
が
、
実
際
に
稼
働
し
て
可
能
性
を
現
実
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
網
走

湖
で
は
し
ば
し
ば
ア
オ
コ
の
発
生
が
見
ら
れ
る
の
で
、
ア
オ
コ
が
発
生
し
な
い
湖
に
す
る
こ
と
が
検

討
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
集
水
域
か
ら
の
栄
養
塩
負
荷
の
削
減
に
加
え
て
、
よ
り
塩
分
を

表 2　シジミ漁獲量の障害要因
塩分：低すぎると産卵・孵化へ悪影響、泥化：漁場が泥化すると悪影響、貧酸素：悪影響、
餌：漁場への餌供給の多寡が漁獲量へ影響、調節：人為的に塩分を調節できる可能性

制
御
施
設
の
稼
働
に
よ
っ
て
安
定
的

な
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
維
持
が
期
待
さ

れ
る
が
、
実
際
に
稼
働
し
て
可
能
性

を
現
実
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
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近
年
の
漁
獲
量
減
少
は
、
外
洋
か
ら

の
塩
分
供
給
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ

と
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
定

量
的
な
調
査
を
実
施
し
て
、
塩
分
の

収
支
を
明
ら
か
に
す
る

常
態
的
に
塩
分
が
不
足
し
て
、
貧
酸

素
が
発
生
し
、
沼
の
ほ
と
ん
ど
が
泥

化
し
て
い
て
、
根
本
的
な
対
策
が
必

要
で
あ
る

増
加
さ
せ
る
工
夫
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

二
・
二
パ
ン
ケ
沼

　

常
態
的
に
塩
分
が
不
足
し
て
、
貧
酸
素
が
発
生
し
、
沼
の
ほ
と
ん
ど
が
泥
化
し
て
い
て
、
根
本
的

な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
塩
分
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
河
川
改
修
に
よ
る
天
塩
川
／
サ
ロ
ベ
ツ
川
の

関
係
の
変
化
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
が
望
ま
れ
る
。
天
塩
川
で
は
大
規
模
な
河
川
改
修
が
一
九
八
五

年
か
ら
行
わ
れ
た
。
パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
の
系
統
的
な
減
少
が
始
ま
っ
た
の
が
一
九
九
〇
年
か
ら
で

あ
る
の
で
、
河
川
改
修
（
主
と
し
て
浚
渫
に
よ
る
河
道
拡
張
）
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
関
係
を
、
と
く

に
塩
分
と
の
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
パ
ン
ケ
沼
へ
の
塩
分
供
給
増

加
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
湿
原
を
農
耕
地
に
す
る
た
め
に
湿
原
水
位
を
下
げ
た
効
果
の
検
証
も
必
要

で
あ
る
、
塩
分
の
供
給
が
増
加
す
れ
ば
、
ア
オ
コ
問
題
は
お
の
ず
と
解
決
す
る
の
で
、
塩
分
問
題
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
と
パ
ン
ケ
沼
の
水
の
交
換
を
よ
く
す
る
工
学
的
手
法
も
検
討
す

る
。
富
栄
養
化
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
十
分
で
は
な
い
の
で
、（
一
）
パ
ン
ケ
沼
水
と
底
質
の
窒

素
、
リ
ン
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
（
植
物
色
素
）
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
し
た
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、（
二
）

十
号
支
線
か
ら
の
パ
ン
ケ
沼
へ
の
窒
素
と
リ
ン
の
負
荷
量
の
調
査
を
行
う
。
パ
ン
ケ
沼
の
富
栄
養
化

の
原
因
が
十
号
支
線
か
ら
の
多
大
な
窒
素
と
リ
ン
の
負
荷
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
な
ら
ば
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
を
実
現
し
て
い
く
。
泥
化
対
策
と
し
て
は
、
富
栄
養
化
対
策
の
め
ど
が
た
て
ば
、

一
時
的
に
覆
砂
を
行
い
、
環
境
回
復
を
高
め
る
。
富
栄
養
化
対
策
な
し
の
覆
砂
は
極
め
て
一
時
的
に

し
か
機
能
し
な
い
の
で
、
税
金
の
無
駄
遣
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。
な
お
、
覆
砂
す
る
砂

に
つ
い
て
は
厳
密
な
審
査
が
必
要
で
あ
り
、
生
物
、
特
に
外
来
性
生
物
が
砂
に
含
ま
れ
な
い
よ
う
に

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
・
三　

小
川
原
湖

　

小
川
原
湖
の
近
年
の
漁
獲
量
減
少
は
、
外
洋
か
ら
の
塩
分
供
給
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
定
量
的
な
調
査
を
実
施
し
て
、
塩
分
の
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
。
外
洋
の
水

位
上
昇
に
よ
る
塩
分
供
給
の
増
加
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
高
瀬
川
に
お
け
る
塩
分
の
出
入
り
を
管
理
す

る
方
策
を
実
現
す
る
。
塩
分
問
題
と
関
連
し
て
、
躍
層
の
水
深
の
変
動
の
把
握
と
そ
の
原
因
の
解
明

も
重
要
で
あ
る
。
蛯
名
（
二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
、
躍
層
の
位
置
は
変
動
し
な
が
ら
近
年
は
水
深

二
〇
ｍ
付
近
に
収
れ
ん
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
収
れ
ん
す
る
の
か
、
今

後
躍
層
の
位
置
は
ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
富
栄
養
化
対
策
を
実
行
す
る

た
め
に
も
、
河
川
水
に
加
え
て
湖
沼
水
の
経
年
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
富
栄
養
化
は
貧
酸
素
水

を
も
た
ら
す
が
、
一
方
で
シ
ジ
ミ
の
餌
で
あ
る
一
次
生
産
を
高
め
る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
ど
の
よ
う

に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
が
望
ま
れ
る
。

二
・
四　

十
三
湖

　

十
三
湖
は
海
に
開
い
て
い
る
た
め
塩
分
は
問
題
が
少
な
く
、
ま
た
浅
い
の
で
貧
酸
素
も
起
き
に
く
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漁
獲
量
の
減
少
要
因
は
、
長
年
の
調

査
研
究
に
も
関
わ
ら
ず
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
検
討
す
べ
き
課
題
は

三
つ

浜
田
ら
は
漁
獲
量
の
減
少
は
シ
ジ
ミ

の
餌
供
給
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る

く
、
系
統
的
な
対
策
は
不
要
に
見
え
る
。
た
だ
、
栄
養
を
供
給
す
る
岩
木
川
は
土
砂
も
供
給
す
る
の

で
、
大
水
時
の
対
策
を
系
統
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
現

在
行
っ
て
い
る
漁
場
の
粒
度
組
成
の
継
続
調
査
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
河
川
水
量
が
シ
ジ
ミ
漁
獲

量
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
の
で
、
河
川
水
と
十
三
湖
内
の
一
次
生
産
と
シ
ジ
ミ

漁
獲
量
の
関
係
に
つ
い
て
今
後
さ
ら
に
調
査
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

二
・
五　

涸
沼
と
涸
沼
川

　

浜
田
ら
（
二
〇
一
〇
ｂ
、
二
〇
一
二
）
お
よ
び
浜
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
涸
沼
と
涸
沼
川
の
シ
ジ

ミ
漁
獲
量
の
減
少
は
、
河
川
改
修
に
伴
う
河
床
高
の
低
下
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び

河
床
低
下
に
伴
う
水
位
低
下
に
よ
っ
て
那
珂
川
か
ら
涸
沼
へ
の
潮
汐
に
伴
う
逆
流
量
の
減
少
が
漁
獲

量
の
減
少
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
漁
獲
量
の
減
少
は
シ
ジ
ミ
の
餌
供
給
の
減
少
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
考
え
方
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
、
妥
当
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

那
珂
川
の
水
位
を
上
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
水
位
を
上
げ
る
こ
と
は
水
害
と
結
び
つ
く
の
で
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
河
床
低
下
は
那
珂
川
の
〇
～
一
〇
㎞
地
点
で
約
八
〇
㎝
（
図

32
）
な
の
で
、
例
え
ば
四
〇
㎝
戻
せ
ば
治
水
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
、
地
域
の
貴

重
な
産
業
で
あ
る
シ
ジ
ミ
漁
業
振
興
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
涸
沼
川
の
那

珂
川
合
流
点
の
河
床
を
変
化
さ
せ
て
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

二
・
六　

宍
道
湖

　

宍
道
湖
の
漁
獲
量
の
減
少
要
因
は
、長
年
の
調
査
研
究
に
も
関
わ
ら
ず
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
三
つ
を
挙
げ
る
。

　
（
一
）宍
道
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
推
移
を
み
る
と
、一
九
八
四
年
以
降
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。

中
海
・
宍
道
湖
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
海
・
宍
道
湖
淡
水
化
事
業
が
一
九
六
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、

干
拓
が
計
画
さ
れ
て
い
た
本
庄
工
区
が
、
大
根
島
に
繋
が
る
堤
防
で
閉
め
切
ら
れ
た
の
が
一
九
八
一

年
で
あ
っ
た
。
淡
水
化
事
業
は
最
終
的
に
は
二
〇
〇
二
年
に
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。
本
庄
工
区
が
閉

め
切
ら
れ
た
た
め
、
境
水
道
か
ら
中
海
に
流
入
し
た
海
水
は
基
本
的
に
は
往
復
運
動
を
行
う
。
本
庄

工
区
が
閉
め
切
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
中
海
に
流
入
し
た
海
水
は
、
大
根
島
の
ま
わ
り
を
本
庄
工

区
を
廻
る
よ
う
な
運
動
と
往
復
運
動
と
が
重
な
っ
た
運
動
に
な
る
。
本
庄
工
区
を
閉
め
切
っ
た
こ
と

が
中
海
の
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は
っ
き
り
し
た
資
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
閉
め
切
り
は
中
海
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
庄
工
区
が
閉
め
切
ら
れ

た
の
は
一
九
八
一
年
で
、
宍
道
湖
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
一
貫
し
て
減
少
を
始
め
た
の
は
一
九
八
四
年

で
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
堤
防
を
め
ぐ
ら
し
て
本
庄
工
区
を
区
切
っ

た
こ
と
の
中
海
と
宍
道
湖
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
（
二
）
図
38
～
図
40
に
示
し
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
宍
道
湖
と
中

海
を
結
ぶ
大
橋
川
の
水
位
と
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
間
に
よ
い
相
関
が
得
ら
れ
て
、
水
位
が
高
く
な
る
と

漁
獲
量
が
減
少
し
た
。
こ
の
関
係
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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獲
量
の
減
少
は
湖
沼
よ
り
も
河
川
で

大
き
い

利
根
川
で
は
最
高
時
に
は
三
・
八
万

ト
ン
の
漁
獲
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
漁
獲
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
原
因
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
利

根
川
河
口
堰
と
常
陸
川
水
門
の
建
設

で
あ
る

　
（
三
）
二
〇
一
三
年
に
は
、
統
計
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
が
増
大
し
た
と

思
わ
れ
る
。
宍
道
湖
の
塩
分
が
上
昇
し
て
（
お
そ
ら
く
斐
伊
川
の
水
量
が
著
し
く
少
な
い
の
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
）、
ア
オ
コ
が
発
生
せ
ず
珪
藻
が
増
加
し
て
、
シ
ジ
ミ
の
良
好
な
餌
が
存
在
し
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
の
検
討
も
望
ま
れ
る
。

二
・
七　

木
曽
三
川

　

長
良
川
河
口
堰
が
建
設
さ
れ
て
、
長
良
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
明
ら
か
に
減
少
し
た
。
長
良
川
河

口
堰
は
一
九
九
四
年
に
建
設
さ
れ
た
の
で
、
す
で
に
二
〇
一
四
年
で
二
〇
年
が
経
過
し
て
い
て
、
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
功
罪
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
建
設
し
た
水
資
源
機
構
に
も
言
い
分
が
あ

る
が
、
二
〇
年
の
経
過
を
振
り
返
る
と
ど
う
し
て
も
必
要
な
施
設
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

河
口
堰
の
ゲ
ー
ト
開
放
に
よ
り
本
来
の
河
川
に
戻
す
要
求
も
出
さ
れ
て
い
る
。
も
し
も
ゲ
ー
ト
が
開

放
さ
れ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
回
復
す
る
。
真
剣
な
検
討
を
期
待
し
た
い
。

二
・
八　

利
根
川

　

一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
前
半
に
か
け
て
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
五
～
六
万
ト
ン
で
、
そ

の
半
分
は
河
川
で
漁
獲
さ
れ
た
。
と
く
に
利
根
川
で
は
最
高
時
に
は
三
・
八
万
ト
ン
の
漁
獲
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
漁
獲
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
利
根
川
河
口

堰
と
常
陸
川
水
門
の
建
設
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
堰
や
水
門
の
建
設
目
的
は
、
淡
水
の
利
用
（
農
業
用

水
や
水
道
水
）
で
あ
っ
た
。
川
は
つ
な
が
っ
て
い
て
こ
そ
生
態
系
が
維
持
さ
れ
る
。
例
え
ば
サ
ケ
や

ア
ユ
の
遡
上
と
降
下
が
可
能
と
な
り
、
サ
ケ
や
ア
ユ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
シ
ジ
ミ
の
生

産
も
確
保
で
き
る
の
で
、
川
の
連
続
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
淡
水
利
用
が
考
え
ら
れ
て
も
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
は
、
三
日
月
湖
の
よ
う
な
遊
水
地
を
で
き
る
だ
け
造
り
、
出
入
口
に

水
門
を
造
り
、
三
日
月
湖
の
水
量
を
調
節
し
て
、
淡
水
利
用
に
用
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
三
日
月
湖

の
淡
水
を
利
用
が
で
き
る
と
も
に
、
水
門
の
管
理
で
三
日
月
湖
の
環
境
悪
化
も
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
三
日
月
湖
は
利
根
川
本
流
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
支
流
で
も
造
っ
て
、
地
域
の
淡

水
利
用
を
行
う
。
現
在
で
は
、
大
き
な
川
の
周
辺
に
は
人
が
住
ん
で
い
て
三
日
月
湖
の
造
成
は
困
難

か
も
し
れ
な
い
が
、必
ず
や
っ
て
く
る
人
口
減
を
見
据
え
て
長
期
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ⅳ　

河
川
開
発
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と

　

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
が
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
減
少
は
湖
沼
よ
り
も
河
川
で
大
き
い
。
近
年

（
二
〇
〇
九
）
の
漁
獲
量
を
過
去
の
最
大
漁
獲
量
と
比
較
す
る
と
、
湖
沼
の
場
合
近
年
の
漁
獲
量
は

最
大
漁
獲
量
の
二
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
河
川
の
場
合
は
五
％
で
あ
る
。
河
口
堰
は
川
の
連
続
性

を
失
わ
せ
て
、
堰
の
上
流
と
下
流
を
分
断
す
る
。
堰
が
あ
っ
て
も
水
は
流
れ
る
が
、
土
砂
、
塩
分
、

そ
し
て
ウ
ナ
ギ
、
サ
ケ
、
ア
ユ
な
ど
の
魚
類
は
堰
で
分
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
断
が
河
川
の
シ

ジ
ミ
漁
業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
。
河
口
堰
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
反
対
運
動
も
あ
っ
て
長
良

長
良
川
河
口
堰
が
建
設
さ
れ
て
、
長

良
川
の
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
は
明
ら
か
に

減
少
し
た
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浜
田
篤
信
氏
の
文
献
を
読
み
、
河
口

の
水
位
や
河
床
高
が
シ
ジ
ミ
漁
業
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
知

っ
て
、
シ
ジ
ミ
漁
業
を
よ
り
広
い
視

点
で
見
る
必
要
性
を
感
じ
た

川
河
口
堰
が
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
利
根
川

河
口
堰
は
、
シ
ジ
ミ
だ
け
で
な
く
、
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
を
大
き
く
減
ら
し
た
（
現
在
は
、
魚
道
を
造
っ

て
、
ア
ユ
に
関
し
て
は
あ
る
程
度
障
害
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
シ
ジ
ミ
は
回
復
し
て
い
な
い
）。
諫
早

湾
干
拓
事
業
の
後
、
有
明
海
の
漁
業
は
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
が
、
こ
の
干
拓
事
業
が
行
っ
た
こ
と
は
、

本ほ
ん
み
ょ
う明
川
河
口
の
一
大
河
口
堰
の
建
設
で
あ
る
。
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
場
合
は
、
河
口
堰
は
河
口
の
上

流
側
で
は
な
く
下
流
側
で
あ
る
た
め
、
諫
早
湾
干
潟
も
破
壊
し
て
、
一
般
の
河
口
堰
を
は
る
か
に
上

回
る
影
響
を
与
え
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
の
要
因
を
、
シ
ジ
ミ
と
関
連
の
あ
る
、
塩
分
、
貧
酸
素
、
泥
化
な
ど
の

要
因
を
中
心
に
し
て
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
、
と
く
に
浜
田
篤
信
氏
（
霞
ヶ
浦
生
態
研
究
所

代
表
）
の
文
献
を
読
み
、
河
口
の
水
位
や
河
床
高
が
シ
ジ
ミ
漁
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性

を
知
っ
て
、シ
ジ
ミ
漁
業
を
よ
り
広
い
視
点
で
見
る
必
要
性
を
感
じ
た
。
水
位
や
河
床
高
の
変
化
は
、

治
水
や
利
水
目
的
の
河
川
事
業
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
河
口
堰
は
、
一
応
目
的
を
達
し
て

い
る
が
、
副
作
用
と
し
て
河
川
生
態
系
を
破
壊
す
る
例
が
多
い
。

　

内
村
鑑
三
は
、
自
分
た
ち
の
生
き
て
い
る
時
代
の
あ
と
に
来
る
時
代
と
い
う
意
味
の
「
後
世
」
を

重
視
し
た
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
河
川
事
業
も
後
世
を
考
え
た
技
術
と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
治
水
も
利
水
も
河
川
生
態
系
の
保
全
も
両
立
（
こ
の
場
合

は
三
立
）
す
る
技
術
開
発
で
あ
る
。
一
般
に
河
川
事
業
は
河
川
工
学
者
が
行
う
が
、
現
在
の
河
川
工

学
者
は
生
態
系
の
知
識
に
乏
し
い
。
新
し
い
技
術
開
発
を
進
め
る
と
い
う
意
気
込
み
で
、
河
川
生
態

系
の
専
門
家
の
話
を
十
分
聴
い
て
取
り
組
む
時
代
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、後
世
の
人
た
ち
は
、

豊
か
な
自
然
を
知
ら
ず
に
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
想
像
力
を
発
揮
し
て

後
世
の
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
技
術
は
、
目
的
を
明
確
に
す
れ
ば
そ
れ
を
実
現
す

る
の
が
本
質
で
あ
る
。
河
川
生
態
系
を
保
全
し
つ
つ
河
川
と
向
き
合
う
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
河
川

事
業
者
の
発
想
の
転
換
を
願
う
。

謝
辞

　

多
く
の
文
献
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
図
の
引
用
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
浜
田
篤
信

霞
ヶ
浦
生
態
研
究
所
代
表
、
シ
ジ
ミ
漁
場
図
の
引
用
を
許
可
い
た
だ
い
た
中
村
幹
雄
日
本
シ
ジ
ミ
研

究
所
長
お
よ
び
小
川
原
湖
と
十
三
湖
を
ご
案
内
い
た
だ
く
と
と
も
に
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

図
の
引
用
を
許
可
い
た
だ
い
た
青
森
県
内
水
面
研
究
所
蛯
名
政
仁
調
査
研
究
部
長
の
三
名
の
方
に
あ

つ
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
献

青
森
県
内
水
面
研
究
所
（
二
〇
一
三
）
：
平
成
二
四
年
度
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
現
存
量
調
査
報
告
書
（
小

川
原
湖
・
十
三
湖
・
高
瀬
川
）．

石
川
忠
晴
（
二
〇
〇
一
）
：
小
川
原
湖
の
水
理
環
境
と
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
繁
殖
に
つ
い
て
、な
が
れ
、

二
〇
、三
四
六
―
三
五
三
．
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蛯
名
政
仁
（
二
〇
一
三
）
：
小
川
原
湖
の
環
境
変
化
と
シ
ジ
ミ
に
よ
る
水
質
改
善
効
果
検
証
へ
の
着

手
、
第
一
六
回
全
国
湖
沼
河
川
養
殖
研
究
会
第
八
六
回
大
会
資
料
、
一
六
―
一
七
．

梶
山
誠
・
尾
崎
真
澄
（
二
〇
〇
六
）
：
利
根
川
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
分
布
と
資
源
量
推
定
、

千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
、
一
号
、
七
―
一
八
．

河
野
翔
太
・
藤
原
広
和
・
玉
井
翠
・
奥
山
紘
平
・
長
崎
勝
康
・
細
井
崇
（
二
〇
〇
九
）
：
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
の
浄
化
能
力
が
小
川
原
湖
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
水
工
学
論
文
集
、

五
三
、一
三
四
五
―
一
三
五
〇
．

国
土
交
通
省
（
二
〇
〇
七
）
：
六
・
二　

網
走
湖
の
水
理
・
水
質
特
性　

湖
沼
に
お
け
る
水
理
・
水

質
管
理
の
技
術　

子
湖
沼
技
術
研
究
会
（
国
土
交
通
省
）、
六
・
三
―
六
・
八
二
．

佐
々
木
克
之
（
二
〇
一
〇
）
：
天
塩
町
パ
ン
ケ
沼
シ
ジ
ミ
資
源
回
復
の
た
め
の
処
方
箋
、
北
海
道
の

自
然
（
北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
誌
）
四
八
号
、
一
一
三
―
一
二
〇
．

新
谷
康
二
・
安
富
亮
平
・
下
田
和
孝
・
三
上
英
敏
・
吉
田
豊
・
守
山
義
昭
（
二
〇
〇
九
）
：
天
塩
パ

ン
ケ
沼
の
環
境
に
つ
い
て
、
試
験
研
究
は
今
、
№
六
四
四
号

高
杉
奨
・
藤
原
広
和
・
沼
邊
武
志
・
二
木
幸
彦
・
長
崎
勝
康
（
二
〇
〇
五
）
：
小
川
原
湖
に
お
け

る
水
質
環
境
お
よ
び
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
状
況
に
つ
い
て
、
水
工
学
論
文
集
、

四
九
、一
五
六
一
―
一
五
六
六
．

田
村
眞
通
（
二
〇
〇
〇
）
：
十
三
湖
、
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
業
（
中
村
幹
夫　

編
著
、
た
た
ら
書
房
、

七
四
―
八
三
．

天
塩
漁
業
協
同
組
合
・
株
式
会
社
エ
コ
ニ
ク
ス
（
二
〇
〇
三
）
：
平
成
一
五
年
度
パ
ン
ケ
沼
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
資
源
量
調
査
報
告
書
、
一
九
四
―
二
〇
六
．

中
村
幹
雄
（
二
〇
〇
〇
）
：
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
業　

そ
の
現
状
と
問
題
点
、
中
村
幹
雄
編
著
、
た
た

ら
書
房
．

中
村
幹
雄
（
二
〇
〇
〇
ａ
）
：
生
息
を
制
限
す
る
環
境
要
因
、
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
業
（
中
村
幹
夫　

編
著
、
た
た
ら
書
房
、
五
―
一
四
．

中
村
幹
雄
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
：
宍
道
湖
、
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
業
（
中
村
幹
夫　

編
著
、
た
た
ら
書
房
、

一
八
七
―
二
〇
二
．

中
村
幹
雄
（
二
〇
一
一
）
：
や
ま
と
し
じ
み
（
わ
が
国
の
水
産
業
シ
リ
ー
ズ
）、
日
本
水
産
資
源
保

護
協
会
．

根
本
隆
夫
（
二
〇
〇
〇
）
：
涸
沼
、
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
業
（
中
村
幹
夫　

編
著
、
た
た
ら
書
房
、

一
一
三
―
一
二
七

根
本
隆
夫
・
中
村
幹
雄
（
二
〇
〇
〇
）
：
利
根
川
、
日
本
の
シ
ジ
ミ
漁
業
（
中
村
幹
夫　

編
著
、
た

た
ら
書
房
、
一
二
八
―
一
四
三
．

浜
田
篤
信
・
佐
々
木
道
也
・
熊
丸
敦
郎
（
二
〇
一
〇
ａ
）
：　

利
根
川
水
系
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
業

の
興
亡
：
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
、
霞
ケ
浦
研
究
会
報
一
三
：
一
―
一
七
．

浜
田
篤
信
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
：
シ
ジ
ミ
漁
業
再
生
戦
略
研
究
、
平
成
二
二
年
度
（
第
二
五
回
）

T
aK

aR
a

ハ
ー
モ
ニ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
研
究
助
成
報
告
．
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浜
田
篤
信
・
佐
々
木
道
也
・
熊
丸
敦
郎
（
二
〇
一
二
）
：
那
珂
川
水
系
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
の
漁
獲
変

動
に
つ
い
て
―
Ⅰ
．
現
象
論
的
段
階
に
お
け
る
規
則
性
．
霞
ケ
浦
研
究
会
報
一
五
：

六
八
―
七
六
．

浜
田
篤
信
（
二
〇
一
四
）
：
那
珂
川
水
系
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
獲
量
変
動
に
つ
い
て
―
Ⅲ　

生
産
構

造
に
係
る
仮
設
と
検
証
、
霞
ヶ
浦
研
究
会
報
一
六
、
印
刷
中

藤
原
広
和
・
玉
井
翠
・
奥
山
紘
平
・
河
野
翔
太
・
長
崎
勝
康
・
細
井
崇
（
二
〇
〇
九
）
：
現
地
観
測

に
基
づ
く
小
川
原
湖
の
底
質
環
境
と
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
分
布
に
関
す
る
考
察
、
水
工

学
論
文
集
、
五
三
、一
三
〇
九
―
一
三
一
四
．

北
海
道
立
水
産
孵
化
場
（
二
〇
〇
四
）
：
パ
ン
ケ
沼
の
ア
オ
コ
発
生
に
関
わ
る
環
境
要
因
の
推
定
、

平
成
一
五
年
度
天
塩
し
じ
み
資
源
環
境
対
策
調
査
報
告
書
（
北
る
も
い
漁
業
協
同
組

合
・
北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
）、
一
〇
〇
―
一
一
三
．

増
田
政
司
（
二
〇
〇
一
）
：
天
塩
に
お
け
る
シ
ジ
ミ
漁
業
に
つ
い
て
、
第
三
回
シ
ジ
ミ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
資
料
集
、
一
六
―
二
一
．

村
上
哲
生
（
二
〇
〇
〇
）
：
川
底
の
堆
積
物
の
変
化
、
河
口
堰
、
村
上
哲
生
・
西
條
八
束
・
奥
田
節

夫
、
講
談
社
、
八
九
―
一
〇
九
．

安
富
亮
平
・
今
田
和
史
（
二
〇
〇
四
）
：
天
塩
パ
ン
ケ
沼
の
ア
オ
コ
に
つ
い
て
、
試
験
研
究
は
今
№

五
二
六
．

山
下
和
則
（
二
〇
〇
一
）
：
パ
ン
ケ
沼
の
シ
ジ
ミ
資
源
と
漁
場
環
境
、
第
三
回
シ
ジ
ミ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
資
料
集
、
二
五
―
三
〇
．



◇
…
消
費
税
が
四
月
か
ら
上
が

り
八
％
と
な
る
。
国
民
の
多
く

は
増
税
前
に
高
価
な
も
の
を
片

っ
端
か
ら
買
い
だ
め
に
走
っ
て

い
る
。
自
動
車
や
電
機
製
品
な

ど
そ
の
最
た
る
も
の
。
政
府
と

し
て
も
増
税
後
の
消
費
の
冷
え
込
み
を
考

え
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
は
政
府
の
至
上
命
題
の
一
つ
。
株

価
も
上
昇
し
円
高
も
円
安
に
転
換
し
た
。

恒
例
の
春
闘
も
一
時
金
の
他
に
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
実
施
し
た
大
手
企
業
も
目
立
っ
て

い
る
。
ま
だ
、
中
小
零
細
企
業
に
ま
で
及

ん
で
い
な
い
が
、
安
倍
政
権
と
し
て
は
ほ

ぼ
計
算
に
近
い
図
式
と
な
っ
て
い
る
。

◇
…
消
費
税
の
値
上
が
り
分
は
社
会
保
障

に
当
て
る
と
政
府
は
い
っ
て
い
る
の
で
、

国
民
に
そ
れ
ほ
ど
の
不
満
は
高
ま
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
来
年
に
は
更
に
二
％
上

が
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
〇
％
と
な
る
。

春
闘
で
大
手
企
業
の
従
業
員
に
は
不
満
は

な
い
が
、
全
国
で
七
〇
％
を
占
め
る
と
い

う
不
正
規
社
員
に
は
悲
劇
的
な
話
で
あ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
図
面
通
り
進
展
す
れ
ば

と
り
分
け
問
題
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
不

測
の
事
態
が
起
き
る
か
も
知
れ
な
い
。「
復

興
増
税
」
や
「
子
ど
も
手
当
の
所
得
制
限
」

な
ど
の
負
担
増
が
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
。

◇
…
た
だ
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
な
ら
ぬ
「
ア
ベ
ノ
リ
ス

ク
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
も
っ
と
も
心

配
さ
れ
る
の
は
中
国
と
韓
国
の
関
係
で
あ

る
。
自
民
党
政
権
が
掲
げ
る
憲
法
改
正
で

あ
る
。
強
く
打
ち
出
す
と
こ
の
両
国
を
刺

激
し
か
ね
な
い
。
い
ま
で
は
日
中
関
係
は

深
く
経
済
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
日
本
の
輸
出
は
二
〇
％
以
上
は
中
国

向
け
、
香
港
と
台
湾
を
加
え
る
と
三
〇
％

に
達
す
る
。
ア
メ
リ
カ
向
け
は
一
五
％
だ

か
ら
最
大
の
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
は
中
国
と

も
い
え
る
。
対
中
政
策
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
確
か
に
領
土
問
題
に
つ
い

て
は
韓
国
、
中
国
と
も
に
理
不
尽
な
主
張

が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
腹
を
立
て
早

計
な
行
動
は
禁
物
で
あ
る
。

◇
…
外
交
の
基
本
は
何
と
い
っ
て
も
何
が

国
益
な
の
か
、
こ
の
一
点
に
集
約
で
き
る
。

対
中
問
題
で
は
ア
メ
リ
カ
が
尖
閣
諸
島
は

日
米
安
保
条
約
の
対
象
で
あ
る
と
明
言
し
、

中
国
も
安
易
に
は
尖
閣
に
は
踏
み
込
め
な

い
。
竹
島
に
し
て
も
歴
史
的
に
は
は
っ
き

り
と
日
本
の
領
土
で
あ
る
。
金
融
緩
和
や

大
規
模
な
財
政
出
動
で
景
気
が
立
ち
戻
っ

て
き
て
も
慎
重
な
姿
勢
は
崩
せ
な
い
。（
Ｋ
）

　

朝
の
味
噌
汁
は
シ
ジ
ミ
、
昼
の
弁
当
は
塩
サ

ケ
と
一
般
家
庭
で
は
ほ
ぼ
こ
れ
が
定
番
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
研
究
機
関
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

網
走
湖
か
ら
西
の
宍
道
湖
に
至
る
ま
で
い
ず
れ

も
減
少
傾
向
。
や
は
り
シ
ジ
ミ
が
住
み
に
く
い

環
境
悪
化
が
原
因
だ
と
い
う
。
シ
ジ
ミ
と
い
う

と
昔
の
よ
う
な
庶
民
性
は
な
く
、
高
級
食
品
化

を
招
い
て
い
る
。
水
産
業
界
は
魚
全
体
の
漁
獲

量
も
昔
の
比
で
は
な
い
。
何
故
減
っ
て
き
た
の

か
魚
種
ご
と
の
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
筆
者
に
精
密
な
デ
ー
タ
を
丹
念
に
洗
い
出

し
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」　

第
五
五
五
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平
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発
行
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発
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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